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キャラウェイ高等弁務官の沖縄統治（一九六一年二月─一九六四年七月）（一）

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
高
等
弁
務
官
の
沖
縄
統
治	

	
	

	
	

（
一
九
六
一
年
二
月
─
一
九
六
四
年
七
月
）（
一
）	

─
─
「
強
権
的
」
統
治
と
沖
縄
返
還
─
─

真 

栄 

城
　
　
拓
　
　
也

は
じ
め
に

第
一
章

　
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
高
等
弁
務
官
の
着
任

第
二
章

　「
強
権
的
」
統
治
と
沖
縄
（
以
上
、
本
号
）

第
三
章

　「
二
・
一
決
議
」
と
ア
メ
リ
カ

お
わ
り
には

じ
め
に

　
沖
縄
返
還
は
戦
後
二
〇
年
の
節
目
と
な
る
一
九
六
五
年
に
大
き
く
動
き
出
し
た
。
こ
の
年
、
佐
藤
栄
作
首
相
は
現
職
総
理
と
し
て
戦

後
初
め
て
沖
縄
を
訪
れ
、「
沖
縄
の
祖
国
復
帰
が
実
現
し
な
い
限
り
、
我
が
国
に
と
っ
て
『
戦
後
』
が
終
わ
っ
て
い
な
い
」
と
演
説
し

た
。
同
じ
年
に
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
（Edw

in O
ldfather Reischauer

）
駐
日
大
使
か
ら
沖
縄
政
策
の
見
直
し
の
進

（
1
）
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論　　　説

言
を
受
け
、
沖
縄
返
還
の
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
一
九
六
五
年
に
ア
メ
リ
カ
政
府
が
沖
縄
返
還
の
検
討
に
向
か
っ
た
背
景

に
は
、
こ
の
年
ま
で
に
高
ま
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
沖
縄
統
治
に
対
す
る
沖
縄
住
民
の
激
し
い
反
発
が
あ
っ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。

　

沖
縄
住
民
は
終
戦
か
ら
沖
縄
返
還
の
年
で
あ
る
一
九
七
二
年
に
至
る
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
軍
は
沖

縄
戦
に
伴
い
、
一
九
四
五
年
四
月
に
占
領
統
治
を
担
う
軍
政
府
を
設
置
、
そ
の
後
、
一
九
五
〇
年
一
二
月
に
ア
メ
リ
カ
極
東
軍
司
令
官

が
ト
ッ
プ
を
兼
任
す
る
米
国
民
政
府
（U

nited States of Civil A
dm

inistration of the Ryukyu Islands

）
を
設
立
し
た
。
ア
メ

リ
カ
軍
再
編
に
伴
い
、
一
九
五
七
年
七
月
か
ら
は
琉
球
列
島
高
等
弁
務
官
（
以
下
、
高
等
弁
務
官
）
が
沖
縄
を
統
治
す
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
高
等
弁
務
官
は
沖
縄
の
ア
メ
リ
カ
軍
司
令
官
が
兼
務
し
た
た
め
、
軍
に
よ
る
統
治
の
実
態
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。
高
等
弁
務

官
は
軍
司
令
官
と
し
て
の
権
限
に
加
え
、
沖
縄
の
立
法
、
行
政
、
司
法
の
三
権
を
一
身
に
集
め
、「
沖
縄
の
帝
王
」
と
し
て
君
臨
し
た

の
で
あ
る
。
沖
縄
住
民
に
は
一
定
の
自
治
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
高
等
弁
務
官
は
必
要
と
あ
れ
ば
い
つ
で
も
沖
縄
の
自
治
に
介
入
で

き
た
。
と
く
に
、
一
九
六
一
年
二
月
か
ら
一
九
六
四
年
七
月
ま
で
沖
縄
に
君
臨
し
た
ポ
ー
ル
・
Ｗ
・
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
（Paul W

yatt 

Caraw
ay

）
第
三
代
高
等
弁
務
官
は
、
そ
の
強
大
な
権
力
を
遺
憾
な
く
行
使
し
た
こ
と
か
ら
、「
帝
王
の
中
の
帝
王
」
と
し
て
沖
縄
住

民
の
あ
い
だ
で
記
憶
さ
れ
て
い
る
。
沖
縄
住
民
が
ア
メ
リ
カ
統
治
下
で
自
治
の
拡
大
を
願
う
な
か
、
沖
縄
に
お
け
る
「
自
治
は
神
話
で

あ
り
、
存
在
し
な
い
」
と
言
っ
て
の
け
た
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
演
説
は
「
自
治
神
話
」
説
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

歴
代
高
等
弁
務
官
の
統
治
を
論
じ
た
大
田
昌
秀
・
琉
球
大
学
名
誉
教
授
は
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
統
治
を
「
強
権
政
治
」
と
断
じ
、
キ
ャ

ラ
ウ
ェ
イ
が
沖
縄
住
民
の
自
治
権
拡
大
へ
の
願
望
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
、
沖
縄
住
民
の
不
満
を
燃
え
広
が
ら
せ
た
と
す
る
。

河
野
康
子
・
法
政
大
学
名
誉
教
授
も
、
そ
の
統
治
に
よ
る
沖
縄
社
会
の
混
乱
は
、
親
米
政
党
で
あ
る
沖
縄
自
由
民
主
党
（
以
下
、
沖
縄

自
民
党
）
を
分
裂
さ
せ
、
一
九
五
六
年
の
反
米
抗
議
運
動
で
あ
る
「
島
ぐ
る
み
闘
争
」
以
上
に
深
刻
な
事
態
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
統
治
像
は
近
年
の
研
究
で
も
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
中
島
琢
磨
・
九
州
大
学
准
教
授
も
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）
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キャラウェイ高等弁務官の沖縄統治（一九六一年二月─一九六四年七月）

に
よ
る
一
連
の
強
圧
的
政
策
は
、
沖
縄
住
民
の
自
治
闘
争
を
巻
き
起
こ
し
た
と
し
て
い
る
。

　

宮
里
政
玄
・
琉
球
大
学
名
誉
教
授
は
、
仮
に
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
が
政
治
的
に
賢
明
で
あ
れ
ば
、
沖
縄
返
還
を
先
延
ば
し
に
で
き
た
か
も

し
れ
な
か
っ
た
、
と
さ
え
述
べ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
は
当
時
、
日
米
安
保
条
約
の
期
限
を
一
九
七
〇
年
に
控
え
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
は

安
保
条
約
の
取
扱
い
を
め
ぐ
り
、
一
九
六
〇
年
の
安
保
改
定
時
の
よ
う
な
騒
乱
の
再
発
が
懸
念
さ
れ
る
「
一
九
七
〇
年
問
題
」
の
発
生

を
避
け
る
た
め
、
良
好
な
日
米
関
係
の
維
持
に
苦
心
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
統
治
へ
の
沖
縄
住
民
の
反
発
は
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
激
化
で
悪
化
し
て
い
た
日
本
人
の
反
米
感
情
に
飛
び
火
し
か
ね
な
か
っ
た
。
宮
里
は
、
こ
う
し
た
懸
念
か
ら
ア
メ
リ

カ
政
府
内
で
沖
縄
返
還
が
検
討
課
題
と
し
て
浮
上
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
し
、
そ
の
意
味
で
「
皮
肉
な
こ
と
に
復
帰
に
最
も
貢
献
し
た

の
は
、
外
な
ら
ぬ
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
高
等
弁
務
官
だ
っ
た
」
と
結
論
付
け
て
い
る
。

　

だ
が
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
「
強
権
的
」
統
治
が
沖
縄
住
民
の
激
し
い
反
発
を
招
い
た
と
す
る
通
説
に
対
し
て
、
そ
の
統
治
を
積
極
的

に
評
価
す
る
見
解
も
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
琉
球
政
府
の
高
官
だ
っ
た
外
間
完
和
は
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
統
治
は
善
政
と
評
価
す
べ

き
も
の
で
あ
り
、「
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
旋
風
」
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
沖
縄
の
金
融
機
関
か
ら
汚
職
を
一
掃
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
、

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
誠
意
や
正
義
感
を
称
賛
し
て
い
る
。
ま
た
、
沖
縄
で
製
鉄
業
を
興
し
、
県
内
製
造
業
界
の
重
鎮
と
な
っ
た
古
波
津
清

昇
に
よ
れ
ば
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
産
業
振
興
策
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
「
私
た
ち
生
産
業
者
か
ら
は
神

様
み
た
い
な
存
在
だ
っ
た
」。
強
圧
的
と
さ
れ
て
き
た
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
政
治
的
手
腕
に
つ
い
て
も
別
の
見
解
が
あ
り
、
我
部
政
明
・

琉
球
大
学
名
誉
教
授
は
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
が
沖
縄
で
の
核
兵
器
配
備
に
際
し
、
住
民
の
反
発
を
最
小
限
に
抑
え
よ
う
と
し
な
が
ら
進
め

て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
指
摘
を
踏
ま
え
れ
ば
、
政
治
的
感
覚
に
欠
け
た
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
統
治
が
沖
縄
住
民
の
激
し
い

反
発
を
招
き
、
そ
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
沖
縄
返
還
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
従
来
の
見
解
に
は
、
再
考
の
余
地
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）
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論　　　説
　

実
は
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
強
権
性
を
指
摘
し
た
大
田
も
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
着
任
当
初
、
沖
縄
住
民
の
自
治
権
拡
大
や
日
本
と
の
関

係
に
前
向
き
な
態
度
を
示
し
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
、
二
年
目
以
降
の
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
変
貌
に
は
「
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
」
と
述

べ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
着
任
当
初
、
沖
縄
で
日
の
丸
掲
揚
を
積
極
的
に
認
め
よ
う
と
す
る
な
ど
、
日
本
や
沖
縄
の

世
論
に
配
慮
し
、
穏
健
な
統
治
を
展
開
し
て
い
た
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
「
強
権
的
」
統
治
は
着
任
当
初
か
ら
の
一
貫
し
た
路
線
で
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
「
強
権
的
」
統
治
に
踏
み
出
し
て
い
っ
た
の
か
。
そ
の
疑
問
を
解
く
カ
ギ
は
、
同
じ
時
期
の
一
九
六

二
年
二
月
一
日
、
沖
縄
の
立
法
院
が
採
択
し
た
「
二
・
一
決
議
」（
正
式
名
称
、「
施
政
権
返
還
に
関
す
る
要
請
決
議
」）
に
あ
る
。
こ

の
決
議
は
、
日
米
両
国
の
み
な
ら
ず
全
て
の
国
連
加
盟
国
に
宛
て
た
も
の
で
、
国
連
総
会
が
採
択
し
た
「
植
民
地
独
立
付
与
宣
言
」
を

引
用
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
沖
縄
統
治
を
植
民
地
主
義
と
批
判
し
て
い
た
。
こ
の
決
議
が
出
さ
れ
る
頃
ま
で
に
、
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ

ア
の
多
く
の
旧
植
民
地
諸
国
が
国
連
加
盟
を
果
た
し
、
国
際
社
会
で
は
反
植
民
地
感
情
が
高
ま
っ
て
い
た
。「
二
・
一
決
議
」
の
よ
う

な
決
議
に
接
す
れ
ば
、
国
際
社
会
か
ら
の
植
民
地
主
義
批
判
を
か
わ
す
た
め
、
沖
縄
の
統
治
に
責
任
を
負
う
高
等
弁
務
官
と
し
て
統
治

を
よ
り
穏
健
な
も
の
に
し
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
む
し
ろ
、
こ
の
決
議
以
降
、

そ
れ
ま
で
の
穏
健
路
線
を
放
棄
し
、「
強
権
的
」
統
治
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
「
二
・
一
決
議
」
に
つ
い
て
、
河
野
は
「
従
来
の
研
究
の
中
で
必
ず
し
も
正
面
か
ら
注
目
さ
れ
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
」

と
研
究
史
上
の
空
白
を
指
摘
す
る
。
そ
の
う
え
で
、「
二
・
一
決
議
」
が
沖
縄
と
植
民
地
問
題
を
結
び
付
け
、
一
九
六
二
年
三
月
に
公

表
さ
れ
た
新
た
な
沖
縄
政
策
で
あ
る
「
ケ
ネ
デ
ィ
新
政
策
」
の
形
成
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
か
ら
、
同
決
議
に
対
す
る
本
格
的
な
議

論
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。

　

本
稿
は
こ
う
し
た
河
野
の
問
題
意
識
を
共
有
し
な
が
ら
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
「
強
権
的
」
統
治
を
再
考
す
る
。「
二
・
一
決
議
」
を

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）
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き
っ
か
け
に
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
が
「
強
権
的
」
統
治
へ
踏
み
出
し
て
い
っ
た
理
由
や
、「
強
権
的
」
統
治
へ
の
沖
縄
住
民
の
反
応
を
分
析

す
る
。
こ
の
分
析
は
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
統
治
の
実
像
を
明
確
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
従
来
、
沖
縄
住
民
と
の
関
係
か
ら
批
判
さ
れ
て
き

た
そ
の
統
治
の
問
題
を
、
国
際
社
会
で
進
展
し
て
い
た
脱
植
民
地
化
の
文
脈
か
ら
見
直
す
こ
と
を
可
能
に
す
る
は
ず
で
あ
る
。
沖
縄
が

植
民
地
問
題
と
結
び
つ
く
こ
と
へ
の
ア
メ
リ
カ
政
府
の
懸
念
が
、「
ケ
ネ
デ
ィ
新
政
策
」
の
形
成
に
と
ど
ま
ら
ず
、
沖
縄
返
還
の
検
討

に
向
か
う
過
程
に
お
い
て
も
重
要
な
要
因
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
分
析
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

本
稿
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
が
高
等
弁
務
官
に
着
任
す
る
ま
で
の
陸
軍
に
お
け
る
勤
務

経
験
を
振
り
返
り
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
が
沖
縄
統
治
に
臨
む
際
に
、
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
検
討
す
る
。
第
二
章
で
は
、

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
が
穏
健
な
統
治
か
ら
「
強
権
的
」
統
治
へ
至
っ
た
理
由
を
分
析
す
る
と
同
時
に
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
統
治
に
対
す
る
沖
縄

住
民
の
反
発
が
い
か
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
か
も
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
章
で
は
、「
二
・
一
決
議
」
が
ア
メ
リ
カ
沖
縄
政
策
に
及
ぼ

し
た
影
響
を
分
析
し
、
こ
の
決
議
や
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
統
治
が
沖
縄
返
還
に
対
し
て
持
つ
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

な
お
本
稿
で
は
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
沖
縄
統
治
に
関
す
る
既
存
研
究
に
加
え
、
沖
縄
県
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
沖
縄
統
治
関

連
文
書
と
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
及
び
ア
メ
リ
カ
陸
軍
戦
争
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
文
書
」
を
利
用
し
た
。

第
一
章　

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
高
等
弁
務
官
の
着
任

　

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
、
一
九
〇
五
年
一
二
月
二
三
日
、
ジ
ョ
ン
ス
ボ
ロ
ー
と
い
う
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
の
田
舎
町
で
生
ま
れ
た
。
キ
ャ
ラ

ウ
ェ
イ
の
両
親
は
州
の
有
力
政
治
家
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
議
会
の
上
院
議
員
（
民
主
党
）
を
務
め
た
。
父
の
サ
デ
ィ
ウ
ス

（T
haddeus H

oratius Caraw
ay

）
は
下
院
議
員
時
代
も
含
め
る
と
二
〇
年
に
わ
た
り
議
員
を
務
め
、
サ
デ
ィ
ウ
ス
の
死
後
、
議
席

を
継
承
し
た
母
の
ハ
ッ
テ
ィ
（H

attie W
yatt Caraw

ay

）
も
一
〇
年
以
上
議
員
を
務
め
て
い
る
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
両
親
の
職
業

（
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柄
、
政
治
に
関
心
を
抱
き
な
が
ら
青
少
年
期
を
過
ご
し
た
よ
う
で
あ
る
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
ま
た
、
幼
少
期
か
ら
軍
事
に
も
関
心
を
示

し
、
軍
事
史
を
読
む
こ
と
や
銃
を
趣
味
と
し
て
い
た
。
高
校
は
、
名
門
私
立
校
で
あ
る
ス
タ
ウ
ト
ン
軍
事
学
校
（Staunton M

ilitary 

A
cadem

y

）
に
通
い
、
そ
の
後
、
陸
軍
士
官
学
校
に
入
学
、
一
九
二
九
年
に
卒
業
し
た
。

　
「
自
分
は
い
か
な
る
仕
事
に
お
い
て
も
一
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
完
璧
さ
を
望
む
」
と
公
言
し
、
平
日
一
四
時
間
も
働
く
キ
ャ
ラ
ウ
ェ

イ
の
勤
勉
さ
は
、
父
親
譲
り
の
も
の
だ
っ
た
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
父
で
あ
る
サ
デ
ィ
ウ
ス
は
幼
少
期
に
捨
て
子
と
な
り
な
が
ら
苦
学
を

重
ね
、
法
律
家
と
な
り
連
邦
議
会
議
員
と
な
っ
た
努
力
の
人
だ
っ
た
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
も
士
官
学
校
卒
業
後
、
軍
務
と
両
立
さ
せ
つ
つ
、

ア
メ
リ
カ
の
名
門
大
学
で
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
を
卒
業
し
、
好
成
績
で
弁
護
士
資
格
を
取
得
し
て
い
る
。
キ
ャ

ラ
ウ
ェ
イ
は
父
へ
の
憧
れ
か
ら
政
治
家
を
志
す
こ
と
も
考
え
た
が
、
自
ら
を
陸
軍
に
捧
げ
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
以

後
、
持
ち
前
の
勤
勉
さ
で
軍
務
に
励
み
、
昇
進
を
重
ね
て
い
っ
た
。

　

陸
軍
で
の
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
経
歴
を
み
る
と
、
海
外
で
の
勤
務
経
験
が
豊
富
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
、
一
九
三

三
年
に
弁
護
士
資
格
を
取
得
後
、
中
国
天
津
で
二
年
ほ
ど
勤
務
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
と
、
陸
軍
参
謀
本
部
で
戦
争
計

画
の
作
成
に
従
事
し
、
イ
ギ
リ
ス
と
共
同
作
戦
を
練
る
た
め
、
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
九
四
四
年
一
一
月
に
は
再

び
中
国
へ
舞
い
戻
り
、
大
戦
後
も
、
中
国
の
内
戦
を
お
さ
め
る
た
め
の
和
平
交
渉
に
携
わ
る
。
そ
の
後
、
沖
縄
で
高
等
弁
務
官
に
着
任

す
る
ま
で
の
一
五
年
間
に
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
韓
国
、
日
本
で
計
八
年
間
、
海
外
勤
務
に
つ
い
た
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ

イ
は
、
こ
う
し
た
長
年
の
海
外
経
験
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
文
化
や
国
民
性
を
直
に
学
び
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
海
外
展
開
に
つ
い
て
の
知

見
を
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
第
二
次
大
戦
前
の
中
国
天
津
で
は
、
満
州
事
変
後
の
日
本
が
中
国
で
権
益
を
着
々
と
広
げ
て
い
く
様
子
を
目
の
当
た
り

に
し
た
。
日
本
軍
の
軍
事
行
動
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
外
交
面
に
お
い
て
も
日
本
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ

（
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が
許
す
ぎ
り
ぎ
り
の
範
囲
で
権
益
を
巧
み
に
拡
大
し
て
い
っ
た
、
と
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
回
想
す
る
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
見
る
と
こ
ろ
、

中
国
人
は
異
民
族
の
征
服
者
を
取
り
込
み
、
同
化
す
る
術
を
持
っ
て
い
た
が
、
日
本
人
に
は
そ
れ
が
通
用
せ
ず
、
そ
の
民
族
的
性
格
で

あ
る
積
極
性
や
勤
勉
さ
を
保
持
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
経
験
か
ら
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
戦
後
、
日
本
人
を
「
西
太
平
洋
の
英
国

人
」
と
呼
ん
で
い
た
。

　

第
二
次
大
戦
下
の
中
国
で
は
、
海
外
に
展
開
す
る
ア
メ
リ
カ
軍
と
受
入
国
と
の
信
頼
関
係
の
重
要
さ
を
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
学
ん
だ
。

ア
メ
リ
カ
軍
は
当
時
、
そ
の
主
戦
場
で
あ
る
太
平
洋
戦
線
か
ら
離
れ
た
中
国
大
陸
に
日
本
軍
を
く
ぎ
付
け
に
す
る
た
め
、
蒋
介
石
率
い

る
中
華
民
国
軍
に
軍
事
支
援
を
与
え
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
軍
は
、
蒋
介
石
を
軍
事
戦
略
面
か
ら
も
支
え
る
た
め
、
陸
軍
き
っ
て
の
戦
略

家
だ
っ
た
ウ
ェ
デ
マ
イ
ヤ
ー
将
軍
（A

lbert Coady W
edem

eyer

）
を
、
連
合
国
軍
参
謀
長
と
し
て
中
国
に
派
遣
し
た
。
陸
軍
参
謀

本
部
で
戦
争
計
画
作
成
に
手
腕
を
発
揮
し
て
い
た
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
も
、
中
国
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
に
よ
れ
ば
、
ウ
ェ
デ
マ
イ
ヤ
ー
の
前
任
者
で
あ
る
ス
テ
ィ
ル
ウ
ェ
ル
（Joseph W

arren Stilw
ell

）
は
、
蒋
介
石

や
脆
弱
な
中
華
民
国
軍
を
軽
蔑
し
、
中
華
民
国
軍
を
支
援
す
る
こ
と
に
否
定
的
だ
っ
た
。
ス
テ
ィ
ル
ウ
ェ
ル
は
陸
軍
の
一
個
軍
団
さ
え

あ
れ
ば
、
日
本
軍
を
降
伏
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
豪
語
し
て
い
た
と
い
う
。
ウ
ェ
デ
マ
イ
ヤ
ー
は
ス
テ
ィ
ル
ウ
ェ
ル
と
は
対
照
的
に
、

蒋
介
石
と
信
頼
関
係
を
築
き
、
中
華
民
国
軍
を
よ
く
訓
練
す
る
こ
と
で
中
国
軍
自
ら
が
日
本
軍
と
戦
え
る
よ
う
に
し
よ
う
と
し
た
。
中

国
戦
域
に
お
け
る
連
合
国
軍
総
司
令
官
で
も
あ
っ
た
蒋
介
石
は
ス
テ
ィ
ル
ウ
ェ
ル
に
不
信
感
を
抱
き
彼
を
解
任
し
た
が
、
ウ
ェ
デ
マ
イ

ヤ
ー
に
対
し
て
は
総
司
令
官
と
し
て
の
権
限
を
振
り
か
ざ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
が
見
る
限
り
、
蒋
介
石
は
常
に
正
直

で
礼
儀
正
し
く
、
ア
メ
リ
カ
の
要
求
に
で
き
る
限
り
応
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
一
度
も
ウ
ェ
デ
マ
イ
ヤ
ー
と
の
約
束
を
破
っ
た
こ
と
は

な
か
っ
た
。

　

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
沖
縄
で
高
等
弁
務
官
に
着
任
し
て
す
ぐ
に
、「
西
洋
、
東
洋
を
問
わ
ず
、
ど
の
国
民
も
同
じ
で
誠
意
あ
る
態
度
に

（
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対
し
て
は
誠
意
を
も
っ
て
反
応
す
る
は
ず
で
あ
る
」
と
沖
縄
の
指
導
者
ら
に
述
べ
て
い
た
。
こ
の
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
発
言
に
は
、
人
種

や
文
化
を
超
え
て
築
か
れ
た
ウ
ェ
デ
マ
イ
ヤ
ー
と
蒋
介
石
の
信
頼
関
係
が
念
頭
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ウ
ェ
デ
マ
イ
ヤ
ー
の
退
役
後
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
、
ウ
ェ
デ
マ
イ
ヤ
ー
の
中
国
戦
線
で
の
活
躍
を
支
え
た
戦
略
家
と
し
て
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
一
九
五
三
年
四
月
か
ら
一
九
五
五
年
五
月
ま
で
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
、
ウ
ェ
デ
マ
イ
ヤ
ー
も
着
任
し
た
役
職
で
あ
る
、

陸
軍
の
軍
事
計
画
を
策
定
す
る
計
画
局
局
長
に
着
任
し
た
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
戦
争
計
画
作
成
の
手
腕
は
、
の
ち
に
ア
メ
リ
カ
軍
人
ト

ッ
プ
の
統
合
参
謀
本
部
議
長
に
就
任
す
る
レ
ム
ニ
ッ
ツ
ァ
ー
（Lym

an Louis Lem
nitzer

）
に
も
一
目
置
か
れ
る
。
レ
ム
ニ
ッ
ツ

ァ
ー
は
極
東
軍
司
令
官
と
し
て
東
京
に
赴
任
す
る
際
に
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
を
陸
軍
省
か
ら
引
き
抜
き
、
極
東
軍
指
揮
下
で
韓
国
に
展
開

す
る
、
か
つ
て
レ
ム
ニ
ッ
ツ
ァ
ー
自
身
も
就
い
た
こ
と
が
あ
る
第
七
歩
兵
師
団
の
司
令
官
に
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
を
据
え
た
。
韓
国
勤
務
後

の
一
九
五
六
年
四
月
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
、
レ
ム
ニ
ッ
ツ
ァ
ー
率
い
る
極
東
軍
司
令
部
で
作
戦
や
訓
練
を
担
当
す
る
参
謀
部
部
長
に
着

任
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
が
赴
任
し
た
一
九
五
〇
年
代
半
ば
の
日
本
で
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
基
地
拡
張
や
兵
士
に
よ
る
犯
罪
に
よ
り
、
国
民
の

反
基
地
感
情
が
高
ま
っ
て
い
た
。
一
九
五
六
年
一
〇
月
、
立
川
飛
行
場
の
拡
張
工
事
を
め
ぐ
る
反
基
地
運
動
で
、
警
官
隊
と
デ
モ
隊
が

衝
突
し
、
双
方
合
わ
せ
て
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
負
傷
者
を
出
し
て
い
た
。
立
川
の
他
に
、
横
田
な
ど
五
ヵ
所
の
基
地
拡
張
計
画
が
あ
っ

た
が
、
激
し
い
抗
議
運
動
の
た
め
に
、
横
田
を
除
く
四
ヵ
所
の
土
地
接
収
は
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
た
。
翌
年
一
月
に
は
、
ア
メ
リ
カ
軍

兵
士
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｓ
・
ジ
ラ
ー
ド
（W

illiam
 S. Girard

）
が
薬
莢
拾
い
を
し
て
い
た
女
性
を
射
殺
す
る
事
件
（
ジ
ラ
ー
ド
事

件
）
が
発
生
し
た
。
こ
の
事
件
は
、
ジ
ラ
ー
ド
が
被
害
者
を
呼
び
寄
せ
、
至
近
距
離
か
ら
撃
っ
た
と
い
う
悪
質
さ
か
ら
日
本
国
内
の
世

論
を
激
高
さ
せ
て
い
た
。
日
本
人
の
反
米
感
情
の
深
刻
さ
は
、
極
東
軍
再
編
に
よ
っ
て
日
本
本
土
か
ら
地
上
兵
力
を
撤
退
さ
せ
る
こ
と

が
差
し
迫
っ
た
課
題
で
あ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
政
府
に
認
識
さ
せ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
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地
上
兵
力
の
撤
退
は
日
本
国
内
の
反
米
感
情
を
和
ら
げ
る
目
的
で
行
わ
れ
た
が
、
在
日
ア
メ
リ
カ
軍
の
縮
小
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た

た
め
、
必
然
的
に
基
地
で
働
く
日
本
人
労
働
者
の
大
量
解
雇
を
も
た
ら
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
と
き
基
地
で
働
く
日
本
人
労
働
者
の
労

務
管
理
に
も
携
わ
っ
て
い
た
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
、
大
量
解
雇
に
伴
っ
て
頻
発
し
た
ス
ト
ラ
イ
キ
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ

は
ま
た
、
在
日
ア
メ
リ
カ
軍
の
広
報
部
門
も
監
督
し
て
お
り
、
日
本
人
向
け
の
小
冊
子
や
雑
誌
編
集
も
取
り
仕
切
っ
て
い
た
。
キ
ャ
ラ

ウ
ェ
イ
に
と
っ
て
、
日
本
で
の
任
務
は
「
ま
さ
に
、
心
理
戦
（psychological w

arfare

）
だ
っ
た
」。
日
本
勤
務
を
一
九
五
八
年
六

月
に
終
え
た
後
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
あ
る
研
究
会
に
お
い
て
、
過
度
な
敵
意
に
さ
ら
さ
れ
た
基
地
は
機
能
し
な
い
、
と
も
述
べ
て
い
る
。

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
日
本
で
の
勤
務
を
通
じ
て
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
海
外
展
開
が
引
き
起
こ
す
現
地
と
の
摩
擦
の
深
刻
さ
を
、
身
を
も
っ
て

知
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
が
東
京
で
勤
務
し
て
い
た
こ
ろ
、
沖
縄
で
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
土
地
収
用
を
き
っ
か
け
に
し
た
「
島
ぐ
る
み
闘
争
」
が

発
生
し
て
い
た
。
一
九
五
六
年
六
月
に
始
ま
っ
た
「
島
ぐ
る
み
闘
争
」
で
は
、
今
後
の
土
地
収
用
の
反
対
な
ど
を
掲
げ
、
沖
縄
の
各
市

町
村
で
一
斉
に
住
民
大
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
動
員
数
は
お
よ
そ
二
〇
万
人
を
数
え
た
と
い
う
。
当
時
の
沖
縄
の
人
口
が
八
二
万
人
だ

っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
規
模
の
大
き
さ
が
分
か
る
。
沖
縄
の
琉
球
政
府
首
脳
部
、
立
法
院
議
員
、
市
町
村
長
ら
は
辞
表
を
取
り

ま
と
め
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
土
地
収
用
方
針
に
見
直
し
が
な
け
れ
ば
総
辞
職
す
る
と
ア
メ
リ
カ
現
地
当
局
に
迫
っ
て
い
た
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ

イ
は
、
自
身
の
上
官
で
あ
り
、
沖
縄
統
治
の
責
任
者
で
も
あ
っ
た
レ
ム
ニ
ッ
ツ
ァ
ー
が
「
島
ぐ
る
み
闘
争
」
に
悪
戦
苦
闘
す
る
姿
を
目

の
当
た
り
に
し
た
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
か
ら
見
て
も
、
沖
縄
住
民
の
抵
抗
運
動
は
、「
皆
が
沖
縄
の
土
地
問
題
へ
の
魔
法
の
解
決
策
を
期

待
し
て
い
る
」
と
述
べ
る
ほ
ど
解
決
が
難
し
い
も
の
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
抗
議
運
動
の
流
れ
を
さ
ら
に
勢
い
づ
け
、
ア
メ
リ
カ
政
府
に
小
さ
く
な
い
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
の
が
、
一
九
五
八
年
一
月

の
那
覇
市
長
選
挙
の
結
果
だ
っ
た
。
こ
の
選
挙
で
当
選
し
た
民
主
主
義
擁
護
連
絡
協
議
会
の
兼
次
佐
一
が
、
前
年
一
一
月
に
米
国
民
政
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府
の
意
向
で
追
放
さ
れ
た
瀬
長
亀
次
郎
前
市
長
を
支
持
す
る
候
補
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。「
赤
い
市
長
」
と
呼
ば
れ
た
瀬
長
に
続
き
、

そ
の
後
継
者
が
沖
縄
の
中
心
地
で
あ
る
那
覇
の
市
長
に
選
ば
れ
た
こ
と
に
ア
メ
リ
カ
政
府
は
危
機
感
を
募
ら
せ
た
。
こ
う
し
た
危
機
感

か
ら
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
沖
縄
に
散
在
す
る
基
地
を
一
ヵ
所
か
二
ヵ
所
に
ま
と
め
、
残
っ
た
部
分
を
日
本
に
返
還
す
る
と
い
う
「
飛

び
地
返
還
」
案
を
検
討
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
沖
縄
統
治
の
基
本
的
立
場
と
し
て
「
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
・
ポ
ジ
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
見
解
を
表
明
し
て
い
た
。

「
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
・
ポ
ジ
シ
ョ
ン
」
と
は
、
極
東
の
脅
威
と
緊
張
を
黒
雲
に
た
と
え
、
極
東
の
黒
雲
が
消
え
、
青
空
が
広
が
る
ま
で
沖

縄
を
保
有
す
る
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
公
式
見
解
で
あ
る
。「
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
・
ポ
ジ
シ
ョ
ン
」
は
一
九
五
三
年
に
実
現
し
た
奄

美
返
還
に
際
し
て
公
表
さ
れ
、
以
後
、
日
米
共
同
声
明
等
で
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
兼
次
の
那
覇
市
長
当
選
を
み
た

ア
メ
リ
カ
政
府
は
、「
飛
び
地
返
還
」
案
と
い
う
沖
縄
返
還
案
を
検
討
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ

ン
ス
が
植
民
地
現
地
で
住
民
の
反
発
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
教
訓
か
ら
、
沖
縄
住
民
に
寛
大
か
つ
理
解
あ
る
譲
歩
を
行
う
こ
と

が
、
将
来
の
ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
た
め
に
必
要
と
考
え
て
い
た
。

　
「
飛
び
地
返
還
」
案
が
検
討
さ
れ
る
な
か
、
沖
縄
統
治
を
揺
る
が
し
た
「
島
ぐ
る
み
闘
争
」
は
ア
メ
リ
カ
政
府
の
財
政
措
置
に
よ
っ

て
収
束
に
向
か
っ
て
い
く
。「
飛
び
地
返
還
」
案
自
体
も
、
基
地
を
ま
と
め
る
た
め
に
莫
大
な
予
算
を
要
す
る
こ
と
や
、
基
地
が
集
中

す
る
こ
と
で
敵
の
攻
撃
に
脆
弱
に
な
る
こ
と
と
い
っ
た
財
政
的
・
軍
事
的
理
由
か
ら
立
ち
消
え
と
な
る
。「
島
ぐ
る
み
闘
争
」
終
結
後
、

一
九
六
〇
年
五
月
に
開
か
れ
た
国
家
安
全
保
障
会
議
で
も
「
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
・
ポ
ジ
シ
ョ
ン
」
へ
の
回
帰
が
確
認
さ
れ
た
。

　

だ
が
、「
島
ぐ
る
み
闘
争
」
が
ア
メ
リ
カ
の
沖
縄
統
治
を
揺
る
が
し
た
こ
と
は
、
沖
縄
統
治
に
お
い
て
住
民
と
の
摩
擦
を
い
か
に
し

て
最
小
限
に
抑
え
る
か
と
い
う
課
題
を
ア
メ
リ
カ
政
府
に
残
し
た
。

　

こ
の
課
題
に
向
き
合
う
人
物
と
し
て
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
う
っ
て
つ
け
の
人
材
だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
キ
ャ
ラ
ウ
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ェ
イ
は
中
国
や
日
本
で
の
勤
務
経
験
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
展
開
先
で
あ
る
受
入
国
と
の
信
頼
関
係
の
大
切
さ
や
、
現
地
住
民
と
の
摩

擦
が
基
地
の
有
効
性
を
損
ね
か
ね
な
い
こ
と
を
学
ん
で
い
た
。
そ
の
た
め
、「
島
ぐ
る
み
闘
争
」
以
後
の
ア
メ
リ
カ
が
抱
え
た
沖
縄
統

治
の
課
題
へ
の
問
題
意
識
を
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
身
に
つ
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
沖
縄
統
治
の
安
定
の
た
め
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
を
高
等
弁

務
官
に
あ
て
る
こ
と
は
、
自
然
な
人
事
だ
っ
た
。

第
二
章　
「
強
権
的
」
統
治
と
沖
縄

　

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
一
九
六
一
年
二
月
一
六
日
、
第
三
代
高
等
弁
務
官
と
し
て
沖
縄
に
着
任
し
た
。
こ
の
と
き
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
五
五

歳
で
、
士
官
学
校
時
代
の
同
期
の
多
く
は
陸
軍
の
人
事
規
定
に
よ
り
既
に
退
役
を
迎
え
て
い
た
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
に
と
っ
て
高
等
弁
務

官
は
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
の
終
着
点
に
な
る
か
も
し
れ
な
か
っ
た
が
、
他
方
で
初
代
高
等
弁
務
官
の
ム
ー
ア
（Jam

es E. M
oor

）
は
任

期
を
終
え
た
の
ち
、
新
た
な
赴
任
先
で
陸
軍
大
将
に
昇
進
し
た
。
高
等
弁
務
官
の
任
務
が
ア
メ
リ
カ
の
沖
縄
統
治
に
と
っ
て
重
要
だ
っ

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
個
人
に
と
っ
て
も
そ
の
任
務
は
、
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
決
定
す
る
重
大
な
任
務
だ
っ
た
。

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
が
就
任
式
で
、
高
等
弁
務
官
の
使
命
を
「
全
力
を
つ
く
し
、
私
の
あ
ら
ゆ
る
経
験
と
能
力
を
傾
け
て
」
達
成
し
た
い
と

述
べ
た
の
は
、
偽
ら
ざ
る
本
心
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
で
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
統
治
を
見
る
前
に
、
沖
縄
の
高
等
弁
務
官
の
制
度
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
こ
う
。
高
等
弁
務
官
制
は
、
一

九
五
七
年
六
月
に
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
（D

w
ight D

avid Eisenhow
er

）
大
統
領
に
よ
っ
て
公
布
さ
れ
た
大
統
領
行
政
命
令
第
一
〇
七

一
三
号
「
琉
球
列
島
の
管
理
に
関
す
る
行
政
命
令
」（
以
下
、
大
統
領
行
政
命
令
）
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
。
高
等
弁
務
官
制
は
、
沖

縄
返
還
の
一
九
七
二
年
ま
で
一
五
年
間
続
き
、
そ
の
間
に
六
人
の
陸
軍
中
将
が
高
等
弁
務
官
に
着
任
し
た
。
大
統
領
行
政
命
令
は
、
ア

メ
リ
カ
の
沖
縄
統
治
の
方
針
を
次
の
よ
う
に
掲
げ
て
い
る
。
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「
民
主
主
義
の
原
理
を
基
礎
と
し
、
か
つ
、
健
全
な
財
政
機
構
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
効
果
的
か
つ
責
任
あ
る
琉
球
政
府
の
発
展
を

助
長
し
、
琉
球
列
島
住
民
の
福
祉
及
び
安
寧
の
増
進
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
、
住
民
の
経
済
的
及
び
文
化
的
向
上
を
絶
え
ず
促
進
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

　

こ
の
方
針
に
従
い
、
高
等
弁
務
官
は
沖
縄
統
治
を
進
め
て
い
く
も
の
と
さ
れ
た
。「
島
ぐ
る
み
闘
争
」
で
沖
縄
住
民
の
反
米
的
な
抗

議
運
動
に
直
面
し
た
ア
メ
リ
カ
は
、
そ
の
統
治
に
住
民
の
支
持
を
取
り
付
け
よ
う
と
、
住
民
の
生
活
向
上
を
統
治
の
方
針
と
し
て
打
ち

出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
大
統
領
行
政
命
令
は
、
高
等
弁
務
官
の
権
限
と
し
て
、
沖
縄
の
立
法
、
行
政
、
司
法
の
権
力
を
高
等
弁
務
官
に
委
ね
た
。
高

等
弁
務
官
は
、
ア
メ
リ
カ
統
治
下
で
自
治
を
担
う
琉
球
政
府
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
行
政
主
席
の
任
命
権
を
持
ち
、
沖
縄
の
立
法
院
が
可
決

し
た
法
律
案
を
拒
否
し
、
自
ら
法
令
を
公
布
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
司
法
分
野
に
お
い
て
も
、
高
等
弁
務
官
は
、
沖
縄
の
裁
判
所
が
持

つ
裁
判
権
を
撤
回
し
て
米
国
民
政
府
の
裁
判
所
に
委
ね
る
こ
と
が
で
き
、
刑
の
変
更
及
び
恩
赦
を
与
え
る
権
限
も
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
、

安
全
保
障
の
た
め
に
必
要
と
高
等
弁
務
官
が
判
断
す
れ
ば
、「
琉
球
列
島
に
お
け
る
す
べ
て
の
権
限
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
こ

と
」
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
高
等
弁
務
官
は
軍
人
と
し
て
、
琉
球
列
島
陸
軍
司
令
官
、
陸
軍
第
九
軍
団
司
令
官
、
太
平
洋
軍
琉
球
列
島

代
表
（
沖
縄
に
駐
留
す
る
陸
・
海
・
空
・
海
兵
隊
の
調
整
役
）
を
兼
務
し
た
。
軍
司
令
官
と
し
て
の
権
限
に
高
等
弁
務
官
の
強
大
な
権

限
も
加
わ
り
、
高
等
弁
務
官
は
「
沖
縄
の
帝
王
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
、
高
等
弁
務
官
に
着
任
し
た
当
初
、
こ
う
し
た
強
大
な
権
限
を
露
骨
に
行
使
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
海
外
経
験
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
露
骨
な
力
の
行
使
が
現
地
の
反
発
を
招
き
、
円
滑
な
統
治
を
妨
げ
る
こ
と
を

よ
く
理
解
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
沖
縄
住
民
と
の
摩
擦
を
避
け
な
が
ら
穏
健
に
統
治
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
。

　

た
と
え
ば
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
沖
縄
住
民
の
日
本
へ
の
復
帰
感
情
に
配
慮
し
、
沖
縄
で
の
日
の
丸
掲
揚
に
前
向
き
に
取
り
組
ん
だ
。
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キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
が
着
任
し
た
当
時
、
沖
縄
で
は
市
役
所
や
学
校
と
い
っ
た
公
共
の
建
物
で
日
の
丸
を
掲
げ
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。

沖
縄
住
民
の
要
望
を
受
け
た
日
本
政
府
は
ア
メ
リ
カ
政
府
に
働
き
か
け
る
こ
と
で
、
一
九
六
一
年
六
月
の
池
田
首
相
と
ケ
ネ
デ
ィ

（John Fitzgerald K
ennedy

）
大
統
領
と
の
首
脳
会
談
で
、
公
共
建
造
物
で
も
祝
日
に
限
り
日
の
丸
掲
揚
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
首
脳
会
談
の
時
点
で
は
、
高
等
弁
務
官
が
執
務
を
取
る
米
国
民
政
府
の
庁
舎
に
日
の
丸
を
掲
げ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
し
か
し
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
、
ア
メ
リ
カ
沖
縄
統
治
の
象
徴
だ
っ
た
米
国
民
政
府
ビ
ル
に
、
星
条
旗
と
と
も
に
日
の
丸
を
併
揚

す
る
こ
と
を
ア
メ
リ
カ
政
府
内
で
提
起
し
た
。
法
的
に
米
国
民
政
府
ビ
ル
に
日
の
丸
を
掲
げ
ね
ば
な
ら
な
い
根
拠
は
な
か
っ
た
が
、
キ

ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
沖
縄
住
民
の
日
本
へ
の
復
帰
感
情
に
配
慮
し
、
星
条
旗
と
日
の
丸
の
併
揚
を
実
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
沖
縄
へ
の
「
メ
ー
ス
」
ミ
サ
イ
ル
の
導
入
に
お
い
て
も
住
民
感
情
へ
の
配
慮
を
見
せ
た
。「
メ
ー
ス
」
ミ
サ
イ
ル

は
、
二
二
〇
〇
キ
ロ
の
射
程
を
持
つ
核
ミ
サ
イ
ル
で
、
北
京
や
平
壌
を
射
程
に
収
め
る
こ
と
か
ら
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の

核
抑
止
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
し
か
し
、
沖
縄
住
民
は
、
沖
縄
に
核
兵
器
が
配
備
さ
れ
る
こ
と
で
沖
縄
が
攻
撃
の
対
象
に
な
る

こ
と
を
恐
れ
、「
メ
ー
ス
」
配
備
に
反
対
し
て
い
た
。

　

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
、
沖
縄
住
民
を
こ
れ
以
上
刺
激
し
な
い
よ
う
「
メ
ー
ス
」
に
関
す
る
報
道
を
抑
制
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

「
メ
ー
ス
」
の
改
良
型
で
あ
る
「
メ
ー
ス
Ｂ
」
が
沖
縄
に
配
備
さ
れ
る
こ
と
が
ア
メ
リ
カ
空
軍
に
よ
り
発
表
さ
れ
る
と
、
沖
縄
住
民
の

反
発
は
再
燃
す
る
こ
と
に
な
る
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
こ
う
し
た
う
か
つ
な
発
表
が
沖
縄
住
民
を
不
用
意
に
刺
激
し
か
ね
な
い
と
し
、
沖

縄
で
新
た
に
兵
器
を
導
入
す
る
と
き
に
は
高
等
弁
務
官
と
の
事
前
調
整
が
必
要
で
あ
る
、
と
ア
メ
リ
カ
軍
上
層
部
に
進
言
し
た
。
国
防

長
官
は
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
進
言
を
聞
き
入
れ
、
陸
軍
長
官
、
海
軍
長
官
、
空
軍
長
官
、
統
合
参
謀
本
部
議
長
に
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
要
求

に
従
う
よ
う
命
令
を
出
し
た
。

　

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
「
メ
ー
ス
」
配
備
問
題
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
と
対
立
し
た
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
駐
日
大
使
も
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称
賛
し
、「
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
将
軍
は
真
に
知
的
で
幅
広
い
能
力
を
持
ち
、
彼
の
地
位
［
高
等
弁
務
官
］（［
］
内
は
筆
者
、
以
下
、
同

じ
。）
に
就
く
人
間
に
と
っ
て
不
可
欠
な
資
質
で
あ
る
、
素
早
い
機
転
と
温
厚
な
人
柄
を
も
っ
た
人
物
で
あ
る
」
と
評
し
た
。
ラ
イ
シ

ャ
ワ
ー
は
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
と
の
初
会
談
で
も
、「
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
将
軍
と
私
は
、
琉
球
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
相
互
に
満
足

す
る
も
の
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
」
と
国
務
省
に
報
告
し
て
い
る
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
沖
縄
住
民
の
感
情
に
配
慮
し
、
か
つ
ア
メ

リ
カ
政
府
内
で
も
う
ま
く
立
ち
回
る
こ
と
で
、
沖
縄
統
治
を
円
滑
に
進
め
て
い
た
。

　

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
沖
縄
統
治
は
順
調
な
滑
り
出
し
を
見
せ
て
い
た
が
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
次
第
に
、
琉
球
政
府
の
与
党
で
あ
る
沖
縄

自
民
党
の
政
権
運
営
が
あ
ま
り
に
も
無
責
任
な
も
の
で
あ
る
と
感
じ
、
そ
の
姿
勢
に
疑
問
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　

ま
ず
、
琉
球
政
府
の
無
責
任
さ
は
、
金
融
行
政
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
琉
球
政
府
に
よ
る
金
融
機
関
へ
の
監
督
は
甘
く
、
ほ
と
ん
ど

の
金
融
機
関
で
な
ん
ら
か
の
不
正
が
行
わ
れ
て
い
た
。
経
営
陣
に
よ
る
横
領
や
不
当
貸
付
に
よ
り
破
綻
寸
前
と
な
り
、
取
り
付
け
騒
ぎ

を
引
き
起
し
か
ね
な
い
金
融
機
関
も
あ
っ
た
。
沖
縄
自
民
党
は
長
年
に
わ
た
り
、
大
口
の
献
金
主
で
あ
る
金
融
機
関
の
経
営
者
ら
に
忖

度
し
、
金
融
機
関
の
汚
職
を
見
逃
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
が
着
任
し
た
一
九
六
一
年
に
は
、
沖
縄
で
初
め
て
銀
行
経

営
者
の
汚
職
事
件
が
摘
発
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
金
融
機
関
を
監
督
す
る
琉
球
政
府
の
金
融
検
査
部
の
調
査
に
よ
っ
て
発
覚
し
た
の
で
は

な
く
、
銀
行
職
員
の
内
部
告
発
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
琉
球
政
府
が
定
期
検
査
を
実
施
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
汚
職
に
対
処
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
時
の
警
察
関
係
者
は
共
犯
の
可
能
性
も
考
え
た
と
い
う
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
、
金
融
機
関
の
汚
職
に
つ
い

て
前
任
者
の
ブ
ー
ス
か
ら
も
知
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
深
刻
さ
を
痛
感
し
た
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
琉
球
政
府
に
は
財
政
に
お
い
て
も
無
責
任
な
姿
勢
が
見
ら
れ
た
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
側
近
で
あ
る
陸
軍
准
将
の
オ
ン
ド
リ
ッ

ク
（John G. O

ndrick

）
民
政
官
は
、
米
国
民
政
府
の
助
言
が
な
け
れ
ば
琉
球
政
府
は
数
百
万
ド
ル
も
の
税
収
を
失
っ
て
い
た
、
と

い
う
。
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実
際
、
米
国
民
政
府
は
那
覇
市
の
あ
る
大
商
店
の
課
税
額
が
あ
ま
り
に
も
低
い
こ
と
に
目
を
つ
け
、
自
ら
税
額
の
査
定
を
行
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
商
店
主
は
ア
メ
リ
カ
の
不
当
干
渉
で
あ
る
と
反
発
し
た
が
、
実
際
に
は
、
そ
の
商
店
主
と
担
当
の
税
務
職
員
が
同
じ
門
中

（
沖
縄
独
特
の
広
い
血
縁
集
団
）
に
属
し
、
馴
れ
合
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
読
売
新
聞
特
派
員
と
し
て
沖
縄
に
派
遣

さ
れ
た
中
沢
道
明
に
よ
れ
ば
、「
こ
う
し
た
こ
と
が
例
外
的
現
象
で
は
な
く
、
沖
縄
で
は
公
然
た
る
一
般
的
風
潮
」
で
あ
り
、「
汚
職
」

で
は
な
く
「
手
加
減
」
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
米
国
民
政
府
が
す
べ
て
の
沖
縄
企
業
を
監
督
す
る
こ
と
は
現
実
的
に
難
し
い

以
上
、
こ
う
し
た
「
手
加
減
」
に
よ
る
税
収
の
漏
れ
は
少
な
く
な
い
金
額
と
な
り
、
結
果
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
政
府
に
よ
る
沖
縄
援
助

の
一
定
部
分
が
「
手
加
減
」
の
埋
め
合
わ
せ
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
が
高
等
弁
務
官
に
着
任
し
た
年
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
沖
縄
援
助
金
の
増
額
を
検
討
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
予
算
を

連
邦
議
会
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
も
、
沖
縄
援
助
予
算
の
増
額
の
た
め
に
、
歴
代
高
等
弁
務
官
と
し
て

初
め
て
、
一
九
六
二
年
に
連
邦
議
会
の
証
言
台
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
な
か
沖
縄
自
民
党
は
、
ア
メ
リ
カ
の
沖
縄
援
助
金
を

当
て
に
し
て
、
選
挙
対
策
で
減
税
を
行
お
う
と
し
た
。
琉
球
政
府
の
減
税
の
動
き
や
ず
さ
ん
な
徴
税
が
連
邦
議
会
の
知
る
と
こ
ろ
と
な

れ
ば
、
沖
縄
援
助
金
の
増
額
は
お
ろ
か
、
現
行
の
援
助
金
す
ら
減
額
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
他
に
も
沖
縄
自
民
党
は
、
大
口
の
献
金
主
で
あ
る
経
営
者
ら
の
反
発
を
恐
れ
、
沖
縄
の
労
働
者
の
権
利
を
守
ろ
う
と
し
な
か
っ

た
。
沖
縄
自
民
党
が
多
数
を
占
め
る
立
法
院
は
、
最
低
賃
金
制
度
や
労
災
保
険
制
度
の
導
入
を
見
送
り
続
け
て
お
り
、
最
低
賃
金
が
保

障
さ
れ
、
労
災
保
険
が
完
備
さ
れ
た
職
場
は
ア
メ
リ
カ
政
府
関
連
の
職
場
に
限
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
立
法
院
が
公
務
員
の
給
与
引

き
上
げ
を
見
送
る
一
方
で
、
立
法
院
議
員
の
給
与
を
引
き
上
げ
る
法
案
を
提
出
し
た
と
き
、
沖
縄
の
公
務
員
は
立
法
院
に
集
結
し
、
議

場
を
半
ば
無
秩
序
状
態
に
至
ら
し
め
て
い
た
。
立
法
院
は
「
最
低
議
会
」
と
地
元
紙
で
批
判
さ
れ
続
け
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
沖
縄
自
民
党
の
統
治
能
力
に
不
信
感
を
高
め
て
い
っ
た
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
、
立
法
院
が
採
択
し
た
あ
る
決
議
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に
激
怒
し
た
。
そ
の
決
議
が
、
国
際
社
会
に
向
け
、
ア
メ
リ
カ
の
沖
縄
統
治
を
植
民
地
主
義
と
し
て
訴
え
た
「
二
・
一
決
議
」
で
あ
る
。

立
法
院
の
多
数
派
で
あ
る
沖
縄
自
民
党
は
、
立
法
院
選
挙
を
控
え
、
ア
メ
リ
カ
に
弱
気
な
姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
野
党
主
導

の
こ
の
「
二
・
一
決
議
」
に
賛
成
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
（「
二
・
一
決
議
」
に
つ
い
て
は
次
章
で
詳
述
）。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ

イ
は
、
沖
縄
自
民
党
が
立
法
院
で
二
九
議
席
の
う
ち
二
二
議
席
も
占
め
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、「
二
・
一
決
議
」
を
阻
止
で
き
な
か

っ
た
ば
か
り
か
、
賛
成
票
ま
で
投
じ
た
こ
と
に
怒
り
を
露
わ
に
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
明
ら
か
に
沖
縄
自
民
党
と
立
法
院
に
は
、
議
会
手
続
き
に
お
け
る
か
な
り
の
教
育
が
必
要
だ
。（
中
略
）
こ
の
事
態
の
推
移
は
、
琉

球
政
府
が
よ
り
大
き
な
責
任
［
自
治
権
］
を
突
然
持
つ
こ
と
に
な
る
時
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
困
難
を
、
言
葉
で
伝
え
る
以
上

に
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
。」

　

沖
縄
自
民
党
に
よ
る
無
責
任
な
政
権
運
営
を
見
た
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
、
沖
縄
の
政
界
が
日
頃
か
ら
訴
え
る
自
治
権
拡
大
を
、
責
任
を

伴
わ
な
い
空
虚
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
み
な
す
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
琉
球
政
府
に
自
治
を
委
ね
る
こ
と
に
は
、
金
融
機
関
の
腐
敗
に
よ

る
取
り
付
け
騒
ぎ
へ
の
懸
念
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
安
定
し
た
沖
縄
統
治
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
問
題
が
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ

る
。

　

琉
球
政
府
に
よ
る
自
治
に
つ
い
て
、
オ
ン
ド
リ
ッ
ク
民
政
官
は
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
へ
の
報
告
書
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
琉
球
政
府
は
、
意
見
の
相
違
が
大
き
い
争
点
に
つ
い
て
は
、
責
任
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
な
い
か
、
主
導
権
を
取
ろ
う
と
し
な
い
。

既
に
自
治
権
を
も
っ
て
い
る
分
野
に
お
い
て
は
、［
米
国
民
政
府
か
ら
の
］
自
治
権
の
譲
渡
を
正
当
化
す
る
こ
と
に
失
敗
し
て
き
た
。

意
見
が
割
れ
る
争
点
が
浮
上
す
る
と
き
は
、
琉
球
政
府
は
完
全
に
後
ろ
に
座
り
、
高
等
弁
務
官
に
責
任
を
取
ら
せ
よ
う
と
す
る
。
彼
ら

は
、
論
争
的
で
な
い
分
野
に
お
い
て
の
み
、
よ
り
多
く
の
自
治
権
を
望
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。」

　

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
沖
縄
援
助
予
算
の
増
額
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
連
邦
議
会
で
証
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
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れ
ま
で
の
高
等
弁
務
官
の
よ
う
に
琉
球
政
府
の
無
責
任
な
政
権
運
営
を
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の

勤
勉
な
性
格
が
、
琉
球
政
府
や
沖
縄
自
民
党
の
仕
事
ぶ
り
に
満
足
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。「
二
・
一
決
議
」
を
き

っ
か
け
に
沖
縄
自
民
党
に
見
切
り
を
つ
け
た
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
、
琉
球
政
府
に
は
自
治
権
よ
り
も
教
育
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
、

「
強
権
的
」
統
治
に
踏
み
切
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
二
・
一
決
議
」
以
降
、「
強
権
的
」
統
治
を
展
開
す
る
際
に
も
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
、
こ
れ
ま
で
の
海
外
勤
務
で
の
経
験
を
活
か
し
た

統
治
を
み
せ
て
い
る
。
親
米
勢
力
で
あ
る
沖
縄
自
民
党
に
失
望
し
た
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
、
む
し
ろ
反
米
的
と
目
さ
れ
て
い
た
沖
縄
社
会

大
衆
党
（
以
下
、
社
大
党
）
と
の
協
力
関
係
を
築
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
社
大
党
も
琉
球
政
府
の
無
責
任
な
行
政
を
問
題
視
し
、
高

等
弁
務
官
の
権
力
を
通
じ
て
、
そ
の
改
善
を
試
み
よ
う
と
し
た
面
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
、
特
に
社
大
党
の
平
良

幸
市
立
法
院
議
員
を
高
く
評
価
し
て
お
り
、「
ミ
ス
タ
ー
・
タ
イ
ラ
［
平
良
幸
市
］
は
、
一
ダ
ー
ス
の
ミ
ス
タ
ー
・
オ
ー
タ
［
大
田
政

作
沖
縄
自
民
党
総
裁
、
琉
球
政
府
行
政
主
席
］
の
価
値
」
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
世
界
一
コ
ス
ト
が
か
か
る
と
言
わ
れ
た
沖
縄
の

製
糖
業
の
合
理
化
も
、
平
良
か
ら
の
助
言
を
受
け
て
進
め
た
と
い
う
。

　
「
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
旋
風
」
と
呼
ば
れ
る
「
強
権
的
」
統
治
を
代
表
す
る
金
融
機
関
の
汚
職
摘
発
で
も
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
沖
縄
現
地

か
ら
協
力
者
を
探
し
て
い
た
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
協
力
者
探
し
と
金
融
改
革
の
第
一
歩
と
し
て
、
金
融
機
関
を
監
督
す
る
金
融
検
査
部

の
独
立
性
を
高
め
た
。
一
九
六
二
年
八
月
、
金
融
機
関
の
統
制
に
関
す
る
法
令
で
あ
る
布
令
第
三
七
号
「
銀
行
、
銀
行
業
務
お
よ
び
信

用
供
与
」
を
改
正
し
、
金
融
検
査
部
の
部
長
の
任
命
と
解
任
に
、
米
国
民
政
府
の
承
認
を
必
須
と
し
た
。
こ
の
法
改
正
以
前
は
、
金
融

機
関
の
監
督
で
陣
頭
指
揮
を
と
る
金
融
検
査
部
部
長
は
一
般
職
員
と
同
様
に
人
事
異
動
の
対
象
で
あ
り
、
金
融
機
関
か
ら
政
治
献
金
を

受
け
る
琉
球
政
府
幹
部
の
影
響
下
に
あ
っ
た
。
仮
に
、
金
融
検
査
部
が
金
融
機
関
に
不
利
益
と
な
る
検
査
結
果
を
出
そ
う
と
す
れ
ば
、

そ
う
し
た
検
査
結
果
は
琉
球
政
府
幹
部
に
よ
っ
て
握
り
つ
ぶ
さ
れ
、
金
融
検
査
部
部
長
は
解
任
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
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イ
は
こ
の
法
改
正
に
よ
り
、
金
融
検
査
部
部
長
が
金
融
機
関
の
影
響
か
ら
離
れ
て
、
そ
の
監
督
を
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
こ
の
法
改
正
を
高
等
弁
務
官
の
権
限
で
行
い
、
そ
し
て
金
融
機
関
に
改
善
が
見
ら
れ
な
け
れ
ば
高
等
弁
務
官

自
ら
金
融
行
政
に
乗
り
出
す
、
と
す
る
書
簡
を
法
改
正
と
同
時
に
出
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
法
改
正
は
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
「
強
権
発

動
」
と
の
批
判
を
生
む
こ
と
と
な
っ
た
。

　

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
法
改
正
に
よ
り
金
融
検
査
部
部
長
の
身
分
が
保
障
さ
れ
て
も
、
そ
の
地
位
に
沖
縄
自
民
党
や
金
融
機
関
の
経
営
者

に
関
係
し
た
人
物
が
就
い
て
し
ま
え
ば
、
金
融
機
関
へ
の
監
督
は
従
来
通
り
の
馴
れ
合
い
と
な
る
。
沖
縄
自
民
党
や
金
融
機
関
と
の
し

が
ら
み
が
な
く
、
金
融
行
政
に
知
見
を
持
つ
人
物
を
探
し
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
作
業
は
難
航
し
た
。
琉
球
大
学
助
教
授

で
会
計
学
を
専
門
と
す
る
当
時
三
五
歳
の
外
間
完
和
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
は
、
法
改
正
か
ら
約
五
ヵ
月
が
経
過
し
て
か
ら
の
こ
と

だ
っ
た
。

　

新
た
に
金
融
検
査
部
部
長
に
着
任
し
た
外
間
は
、
横
領
、
粉
飾
決
算
、
不
当
貸
付
な
ど
が
は
び
こ
る
沖
縄
の
金
融
機
関
に
容
赦
し
な

か
っ
た
。
外
間
は
金
融
検
査
部
で
の
検
査
を
も
と
に
、
金
融
機
関
の
経
営
者
ら
を
次
々
と
告
発
し
て
い
く
。
外
間
は
当
初
、
金
融
検
査

部
と
し
て
業
務
改
善
命
令
を
出
す
こ
と
も
検
討
し
た
が
、
琉
球
政
府
の
首
脳
部
が
金
融
検
査
部
の
命
令
を
握
り
つ
ぶ
す
可
能
性
を
考
慮

し
て
、
個
人
身
分
で
の
告
発
と
い
う
手
段
を
と
っ
た
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
法
改
正
に
よ
り
身
分
を
保
障
さ
れ
た
外
間
は
、
更
迭
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
汚
職
経
営
者
ら
を
退
陣
さ
せ
て
い
っ
た
。
一
連
の
汚
職
取
り
締
ま
り
で
、
金
融
機
関
の
経
営
者
ら
は
横
領
や
不
当
貸
付
に

よ
っ
て
与
え
た
損
害
を
弁
済
し
、
銀
行
各
行
の
経
営
指
標
は
改
善
す
る
。
一
般
市
民
や
地
元
紙
、
そ
し
て
社
大
党
ら
野
党
も
金
融
機
関

の
浄
化
に
拍
手
喝
さ
い
を
送
っ
て
い
た
。
退
陣
さ
せ
ら
れ
た
金
融
機
関
の
経
営
者
ら
は
「
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
旋
風
」
に
反
感
を
も
っ
た
と

思
わ
れ
る
が
、
そ
の
他
の
沖
縄
住
民
が
そ
う
し
た
反
感
を
持
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
「
強
権
的
」
統
治
を
象
徴
す
る
「
自
治
神
話
」
説
も
、
当
時
の
沖
縄
住
民
の
反
響
を
詳
細
に
見
て
い
く
と
、「
強
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権
的
」
と
一
括
り
に
で
き
な
い
こ
と
が
分
か
る
。「
自
治
神
話
」
説
と
は
、
具
体
的
に
は
一
九
六
三
年
三
月
、
沖
縄
の
ア
メ
リ
カ
留
学

経
験
者
を
中
心
と
し
た
社
交
団
体
で
あ
る
「
金
門
ク
ラ
ブ
」
で
な
さ
れ
た
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
演
説
を
さ
す
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
、
こ
の

演
説
で
ま
ず
自
治
の
定
義
に
ふ
れ
、
自
治
を
突
き
詰
め
れ
ば
、「
外
部
か
ら
の
如
何
な
る
抑
制
を
も
一
切
受
け
な
い
自
治
政
府
」
を
設

立
す
る
こ
と
に
な
る
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、「
米
国
民
政
府
の
下
で
自
治
政
府
が
あ
り
得
な
い
の
と
同
様
に
、
一
州
、
一
省
、
一
県
の

場
合
で
も
そ
れ
は
あ
り
得
な
い
」
と
論
じ
、
た
と
え
、
沖
縄
が
日
本
に
返
還
さ
れ
て
も
、
沖
縄
は
日
本
の
一
つ
の
地
方
自
治
体
に
な
る

に
過
ぎ
ず
、
完
全
な
自
治
に
は
程
遠
い
と
示
唆
し
、
次
の
よ
う
に
結
論
付
け
た
。

　
「
現
在
の
と
こ
ろ
自
治
は
神
話
で
あ
り
存
在
し
な
い
。
そ
し
て
、
琉
球
の
住
民
で
あ
る
皆
様
の
自
由
意
志
で
再
び
国
民
国
家
と
な
る

決
定
を
下
さ
な
い
限
り
、
将
来
に
お
い
て
も
存
在
し
な
い
だ
ろ
う
。」

　

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
こ
の
演
説
で
、
沖
縄
で
可
能
な
こ
と
は
「
あ
る
段
階
の
政
府
［
米
国
民
政
府
］
か
ら
他
の
段
階
の
政
府
［
琉
球
政

府
］
に
対
し
て
行
わ
れ
る
責
任
の
委
任
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
だ
が
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
、
琉
球
政
府
の
失
政
を
見
る
限
り
、
琉

球
政
府
へ
の
さ
ら
な
る
責
任
の
委
任
は
難
し
い
と
演
説
の
後
段
で
指
摘
し
た
。
琉
球
政
府
の
失
政
の
具
体
例
と
し
て
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ

は
、
琉
球
政
府
が
金
融
機
関
の
腐
敗
を
見
逃
し
て
き
た
こ
と
、
琉
球
政
府
が
労
働
者
か
ら
拠
出
さ
れ
た
失
業
保
険
金
を
不
当
に
流
用
し

よ
う
と
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
立
法
院
で
も
、
労
災
保
険
制
度
を
め
ぐ
り
、
労
災
で
被
っ
た
労
働
者
の
負
担
を
雇
用
者
で
は
な
く
納
税
者

に
肩
代
わ
り
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
た
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
沖
縄
統
治
の
方
針
で
あ
る
大
統
領
行
政

命
令
の
「
効
果
的
か
つ
責
任
あ
る
琉
球
政
府
の
発
達
を
助
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
箇
所
を
引
用
し
、
現
在
の
琉
球
政
府
が

い
か
に
効
果
的
で
な
く
、
無
責
任
で
あ
る
か
を
批
判
し
た
。
琉
球
政
府
は
自
治
権
拡
大
を
訴
え
る
前
に
、
既
に
与
え
ら
れ
た
自
治
権
を

効
果
的
か
つ
責
任
を
も
っ
て
行
使
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
こ
の
演
説
を
終
え
て
い
る
。

　

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
が
、
沖
縄
側
が
戦
後
一
貫
し
て
主
張
し
て
き
た
自
治
を
神
話
で
あ
る
と
し
た
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
物
議
を
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か
も
し
た
。
先
行
研
究
も
、
自
治
権
拡
大
を
謳
う
「
ケ
ネ
デ
ィ
新
政
策
」
が
公
表
さ
れ
、
そ
の
期
待
が
沖
縄
住
民
の
あ
い
だ
で
高
ま
る

な
か
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
演
説
は
沖
縄
住
民
の
強
い
反
発
を
引
き
起
こ
し
た
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
演
説
へ
の
当
時
の
沖
縄

側
の
反
響
を
見
て
い
く
と
、
前
段
部
分
だ
け
で
な
く
、
琉
球
政
府
の
失
政
が
指
摘
さ
れ
た
演
説
の
後
段
部
分
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

た
と
え
ば
、
地
元
有
力
紙
で
あ
る
琉
球
新
報
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
琉
球
政
府
は
無
策
と
言
わ
れ
、
行
政
能
力
ど
こ
ろ
か
高
級
官
吏
は
一
部
業
者
と
結
託
し
て
私
腹
を
肥
や
し
て
い
る
な
ど
と
噂
さ
れ

て
き
た
。（
中
略
）
高
等
弁
務
官
が
指
摘
し
た
具
体
的
事
実
を
み
る
と
、
一
体
政
府
は
こ
れ
ま
で
住
民
の
た
め
を
念
頭
に
お
い
て
き
た

の
か
、
そ
れ
と
も
、
一
部
業
者
や
政
府
首
脳
部
の
取
り
巻
き
連
中
の
た
め
に
政
治
を
や
っ
て
き
た
の
か
と
疑
わ
ざ
る
を
え
な
い
。」

　

か
ね
て
よ
り
、
琉
球
新
報
は
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
「
強
権
的
」
統
治
は
、
沖
縄
の
弱
点
を
改
善
す
る
た
め
に
は
必
要
で
あ
る
と
の
論
陣

を
張
っ
て
い
た
。
も
う
一
つ
の
地
元
有
力
紙
で
あ
る
沖
縄
タ
イ
ム
ス
も
、「［
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
統
治
へ
の
］
批
判
の
裏
に
は
、
沖
縄
自
体

の
自
治
能
力
の
問
題
が
あ
っ
た
の
だ
。
こ
れ
に
目
を
お
お
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
批
判
に
か
こ
つ
け
て
琉
球
政

府
の
不
祥
事
を
う
や
む
や
に
し
な
い
よ
う
警
鐘
を
な
ら
し
た
。
沖
縄
の
両
紙
と
も
に
自
治
の
後
退
は
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
そ

れ
に
は
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
に
理
解
を
示
し
て
い
た
。
ま
た
、
沖
縄
の
農
村
部
の
大
多
数
も
「
自
治
神
話
」
説
を
支
持

し
て
い
る
と
い
う
情
報
を
米
国
民
政
府
は
つ
か
ん
で
い
た
。
琉
球
政
府
に
対
す
る
地
元
紙
や
沖
縄
住
民
の
視
線
は
厳
し
か
っ
た
の
で
あ

る
。

　

日
本
政
府
も
、「
琉
球
政
府
に
反
省
す
べ
き
点
が
あ
れ
ば
こ
れ
を
謙
虚
に
受
け
入
れ
る
の
が
妥
当
」
と
す
る
政
府
高
官
の
談
話
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
琉
球
政
府
に
対
し
て
冷
淡
だ
っ
た
。
外
務
省
も
「
自
治
神
話
」
説
に
つ
い
て
、「
父
親
が
、
子
供
の
利
益
の
た
め
に

怒
鳴
り
つ
け
た
よ
う
な
も
の
」
と
み
な
し
た
。
東
京
の
駐
日
大
使
館
は
、
多
く
の
日
本
人
は
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
よ
う
に
沖
縄
人
の
自
治
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能
力
に
疑
問
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
疑
念
が
「
自
治
神
話
」
説
へ
の
批
判
を
小
さ
く
し
て
い
る
と
分
析
し
た
。

　
「
自
治
神
話
」
説
へ
の
沖
縄
政
界
の
反
応
も
興
味
深
い
。
沖
縄
自
民
党
は
指
摘
さ
れ
た
不
祥
事
に
対
し
て
反
論
で
き
ず
、「
素
直
に
反

省
」
す
る
と
述
べ
た
。
社
大
党
は
、「
自
治
は
神
話
」
と
す
る
部
分
を
問
題
視
し
た
が
、「
琉
球
政
府
の
能
力
や
責
任
の
欠
如
は
弁
務
官

の
批
判
を
待
つ
ま
で
も
な
く
わ
れ
わ
れ
が
指
摘
し
続
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
琉
球
政
府
へ
の
批
判
に
は
支
持
す
ら

与
え
て
い
た
。
人
民
党
や
労
組
組
織
は
「
自
治
は
神
話
」
と
す
る
演
説
の
前
段
部
分
を
非
難
し
た
が
、
琉
球
政
府
の
不
祥
事
や
金
融
機

関
の
腐
敗
の
問
題
に
は
沈
黙
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
沖
縄
政
界
は
「
自
治
神
話
」
説
に
反
論
で
き
な
い
理
由
を
抱
え
て
い
た
。
そ

の
分
だ
け
、
沖
縄
政
界
に
よ
る
そ
れ
へ
の
批
判
も
鈍
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
自
治
神
話
」
説
全
体
に
対
す
る
こ
れ
ら
の
評
価
を
踏
ま
え
れ
ば
、
沖
縄
住
民
は
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
よ
り
、
琉
球
政
府
や
沖
縄
自
民
党

に
批
判
的
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
旋
風
」
や
「
自
治
神
話
」
説
へ
の
反
応
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
沖
縄
住
民
は
、

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
統
治
を
「
強
権
的
」
と
一
方
的
に
非
難
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
統
治
が
残
し
た
実
績
に
称

賛
を
惜
し
ま
な
い
と
こ
ろ
さ
え
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
沖
縄
住
民
は
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
が
沖
縄
の
へ
き
地
や
離
島
へ
も
足
を
運
び
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
施
策
を
取
っ
た
こ
と
に
数
多
く
の
感
謝
状
を
贈
っ
て
い
る
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
に
贈
ら
れ
た
感
謝
状
か
ら
は
、
キ
ャ
ラ

ウ
ェ
イ
が
農
道
建
設
、
漁
港
整
備
、
校
庭
整
備
、
水
道
・
電
気
施
設
の
拡
充
と
い
っ
た
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
施
策
に
加
え
、
小
児
麻

痺
の
予
防
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
へ
の
施
設
提
供
と
い
っ
た
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
沖
縄
本
島
か
ら
東
へ
四
〇
〇

キ
ロ
離
れ
た
絶
海
の
孤
島
で
あ
る
南
大
東
島
の
島
民
は
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
が
島
の
土
地
問
題
を
解
決
し
た
こ
と
を
称
え
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ

イ
の
胸
像
を
建
立
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
沖
縄
住
民
の
生
活
改
善
を
目
指
し
た
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
施
策
に
は
、
ア
メ
リ
カ
統
治
へ
の
住
民

の
不
満
を
抑
制
す
る
意
図
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
だ
が
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
施
策
が
実
際
に
沖
縄
社
会
の
発
展
に
寄
与
し
、
住
民
の
生
活

に
資
す
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
も
ま
た
事
実
だ
っ
た
。
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キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
退
任
が
近
づ
く
と
、
沖
縄
住
民
の
あ
い
だ
で
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
留
任
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
沖
縄
の
産
業
界
グ
ル
ー

プ
で
あ
る
琉
球
工
業
連
合
会
は
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
留
任
の
請
願
を
ア
メ
リ
カ
政
府
に
届
け
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
沖
縄
の
教
育
界
、

法
曹
界
の
指
導
者
ら
も
署
名
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
署
名
リ
ス
ト
に
は
、
本
稿
の
冒
頭
で
紹
介
し
た
古
波
津
清
昇
や
沖
縄

経
済
界
を
代
表
す
る
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
や
地
元
の
有
力
企
業
で
あ
る
金
秀
の
創
業
者
ら
、
そ
し
て
、
の
ち
に
琉
球
大
学
学
長
や
沖
縄
大

学
学
長
に
就
任
す
る
人
々
の
名
前
が
並
ん
で
い
た
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
留
任
を
願
う
請
願
文
は
、「
高
等
弁
務
官
が
発
案
し
実
行
し
て
き

た
諸
政
策
は
、
年
齢
、
性
別
、
所
得
、
社
会
的
階
層
を
問
わ
ず
、
琉
球
の
大
部
分
の
人
々
に
恩
恵
を
与
え
て
き
た
」
と
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ

統
治
を
称
え
て
い
る
。

　

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
留
任
の
願
い
が
叶
わ
ず
、
い
よ
い
よ
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
退
任
が
迫
る
と
、
沖
縄
側
は
一
九
六
四
年
六
月
二
六
日
、

「
島
ぐ
る
み
」
の
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
送
別
会
を
開
催
し
た
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
送
別
会
は
琉
球
政
府
を
主
催
者
と
し
、
協
賛
団
体
に
は
立
法

院
、
裁
判
所
、
市
町
村
長
会
、
市
町
村
議
会
議
長
会
と
い
っ
た
公
的
組
織
に
加
え
、
琉
球
大
学
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
、
琉
球
新
報
、
農

林
・
漁
業
協
会
、
商
工
会
、
さ
ら
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
や
女
性
連
合
会
と
い
っ
た
組
織
も
名
を
連
ね
て
い
た
。
送
別
会
で
贈
ら
れ
た
金
屏

風
に
は
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
が
果
断
に
沖
縄
社
会
の
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
を
称
賛
す
る
琉
歌
（
八
・
八
・
八
・
六
の
四
句
か
ら

な
る
沖
縄
独
特
の
詩
歌
）
が
記
さ
れ
て
い
た
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
、
少
な
く
な
い
沖
縄
住
民
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
高
等
弁
務
官
の
退
任

を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
こ
う
し
た
沖
縄
住
民
の
称
賛
の
声
が
あ
る
一
方
で
、
先
行
研
究
で
は
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
沖
縄
住
民
の
激
し
い
反
発
を
招
い

た
た
め
ア
メ
リ
カ
政
府
に
更
迭
さ
れ
た
、
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
退
任
間
際
に
発
生
し
た
、
沖
縄
自
民
党
の
分
裂
や

そ
の
後
の
自
治
権
闘
争
を
引
き
起
し
た
責
任
を
取
ら
さ
れ
た
、
と
い
う
の
が
そ
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

沖
縄
自
民
党
の
分
裂
と
は
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
に
対
す
る
大
田
行
政
主
席
の
追
従
的
な
態
度
が
「
強
権
的
」
統
治
を
招
く
こ
と
に
な
っ
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た
と
沖
縄
自
民
党
の
反
主
流
派
が
批
判
し
、
六
月
一
三
日
に
一
斉
離
党
し
た
事
件
で
あ
る
。
反
主
流
派
は
、
高
等
弁
務
官
が
行
政
主
席

を
任
命
す
る
主
席
任
命
制
度
（
以
下
、
主
席
任
命
）
の
た
め
に
、
行
政
主
席
は
高
等
弁
務
官
に
強
い
姿
勢
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

し
、
住
民
の
直
接
選
挙
に
よ
る
行
政
主
席
の
選
出
（
以
下
、
主
席
公
選
）
を
訴
え
た
。
離
党
者
の
中
に
は
、
長
嶺
秋
夫
立
法
院
議
長
や

西
銘
順
治
那
覇
市
長
と
い
っ
た
沖
縄
自
民
党
の
有
力
者
が
含
ま
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
後
に
沖
縄
自
由
党
を
結
成
す
る
。
大
田
主
席
は
、

沖
縄
自
民
党
の
分
裂
の
責
任
を
取
り
、
一
六
日
に
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
に
辞
表
を
提
出
し
た
。
二
六
日
に
は
、
社
大
党
や
人
民
党
の
ほ
か
民

間
団
体
も
加
盟
す
る
沖
縄
県
祖
国
復
帰
協
議
会
（
以
下
、
復
帰
協
）
が
主
席
公
選
の
訴
え
に
共
鳴
し
「
主
席
公
選
・
自
治
権
獲
得
県
民

大
会
」
を
開
催
、
主
催
者
発
表
で
五
万
人
を
動
員
し
た
。
主
席
公
選
の
要
求
が
高
ま
る
な
か
、
主
席
任
命
を
強
行
す
る
た
め
に
開
催
さ

れ
た
立
法
院
臨
時
議
会
で
は
復
帰
協
の
デ
モ
隊
約
三
〇
〇
〇
人
と
警
官
隊
約
七
〇
〇
人
が
衝
突
し
た
。
こ
の
時
、
行
政
主
席
に
任
命
さ

れ
た
松
岡
政
保
は
、「
メ
リ
メ
リ
と
音
を
立
て
て
議
場
の
正
面
ト
ビ
ラ
が
阻
止
団
体
に
よ
っ
て
こ
わ
さ
れ
、
議
場
内
に
阻
止
団
体
が
な

だ
れ
込
ん
だ
。
あ
っ
と
い
う
間
に
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
が
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
、
カ
ー
テ
ン
が
引
き
裂
か
れ
る
と
い
う
無
法
地
帯
と
化
し
」

て
い
た
、
と
当
時
の
混
乱
を
回
想
し
て
い
る
。

　

大
田
・
琉
球
大
学
名
誉
教
授
は
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
「
強
権
的
」
統
治
へ
の
反
発
か
ら
沖
縄
自
民
党
の
分
裂
及
び
自
治
権
闘
争
に
至

る
展
開
に
つ
い
て
、「
自
治
の
制
約
に
対
す
る
人
々
の
不
満
は
、
長
年
に
わ
た
り
う
っ
積
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
は
け
口
さ
え
あ
れ
ば

一
挙
に
噴
出
し
か
ね
な
い
状
態
」
だ
っ
た
の
で
、「
住
民
の
反
発
は
、
主
席
公
選
の
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
の
自
治
権
拡
大
の
問

題
を
め
ぐ
っ
て
頂
点
に
達
し
た
」
と
し
、
ま
た
、
河
野
・
法
政
大
学
名
誉
教
授
も
、
一
連
の
騒
動
の
原
因
を
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
統
治
へ
の

不
満
に
求
め
て
、
沖
縄
自
民
党
の
分
裂
は
「
米
国
に
よ
る
沖
縄
統
治
始
ま
っ
て
以
来
の
混
乱
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
ア
メ
リ
カ
政
府
内
で
高
等
弁
務
官
に
軍
人
で
は
な
く
文
官
を
任
命
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
と
い
う
。
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し
か
し
、
沖
縄
自
民
党
の
分
裂
か
ら
自
治
権
闘
争
に
至
る
過
程
を
、
沖
縄
自
民
党
内
部
の
動
き
か
ら
よ
く
見
て
み
る
と
、
従
来
と
は

異
な
る
解
釈
が
で
き
る
。

　

反
主
流
派
は
大
田
の
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
に
対
す
る
追
従
的
姿
勢
が
「
強
権
的
」
統
治
を
招
い
た
と
批
判
し
た
が
、
実
は
、
大
田
は
こ
の

時
期
、
水
道
行
政
等
の
政
策
を
め
ぐ
り
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
に
対
し
反
抗
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
も
、
反
主
流
派
の
議

員
の
前
で
「
大
田
は
俺
の
ゆ
う
こ
と
を
聞
か
ぬ
、
彼
は
け
し
か
ら
ぬ
」
と
発
言
し
て
い
た
。
こ
の
発
言
か
ら
、
大
田
が
解
任
間
近
で
あ

る
と
判
断
し
た
反
主
流
派
は
、
大
田
退
陣
運
動
に
乗
り
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
田
主
席
の
辞
表
は
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
高

等
弁
務
官
に
受
理
さ
れ
な
か
っ
た
。
大
田
退
陣
に
失
敗
し
た
反
主
流
派
は
、
沖
縄
自
民
党
の
地
方
組
織
の
取
り
込
み
も
思
う
よ
う
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
行
き
詰
ま
り
を
見
せ
て
い
た
。
大
義
名
分
と
し
て
掲
げ
た
主
席
公
選
要
求
も
、
ア
メ
リ
カ
や
日
本
政
府
か
ら
政

局
安
定
を
迫
ら
れ
る
と
、
あ
っ
さ
り
そ
れ
を
取
り
下
げ
、
主
席
任
命
を
受
け
入
れ
た
。
そ
も
そ
も
主
席
公
選
は
、
ア
メ
リ
カ
が
そ
の
実

施
を
認
め
な
い
こ
と
を
承
知
の
上
で
打
ち
出
し
た
「
腹
芸
」
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

立
法
院
臨
時
議
会
で
デ
モ
隊
を
指
揮
し
た
復
帰
協
の
怒
り
も
、
主
席
公
選
を
認
め
な
い
ア
メ
リ
カ
に
向
け
ら
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、

主
席
任
命
を
受
け
入
れ
た
沖
縄
自
民
党
反
主
流
派
の
離
党
者
ら
に
向
け
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
自
治
権
闘
争
を
主
導
し
て
き
た
復
帰
協

は
、
離
党
者
ら
で
結
成
さ
れ
た
沖
縄
自
由
党
を
以
下
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

　
「
自
由
党
［
沖
縄
自
由
党
］
は
主
席
公
選
を
主
張
し
、
指
名
に
応
じ
な
い
こ
と
を
公
言
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
つ
い
に
変
節
し
た
。

民
族
の
誇
り
と
自
尊
心
を
失
っ
た
自
由
党
の
か
か
る
態
度
を
我
々
は
断
じ
て
許
し
て
は
な
ら
な
い
。」

　

朝
日
新
聞
の
那
覇
支
局
長
だ
っ
た
阪
中
友
久
は
「
大
田
主
席
が
辞
表
を
提
出
し
て
以
来
、
四
カ
月
に
及
ぶ
自
治
権
闘
争
の
中
で
、
緊

迫
し
た
空
気
を
感
じ
な
か
っ
た
」
と
雑
誌
に
書
い
て
い
る
。
自
治
権
闘
争
が
「
緊
迫
し
た
空
気
」
を
醸
し
出
さ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
そ

れ
が
、「
島
ぐ
る
み
闘
争
」
の
よ
う
な
反
米
闘
争
で
は
な
く
、
沖
縄
内
部
の
争
い
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
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る
。

　

先
行
研
究
は
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
統
治
へ
の
不
満
が
沖
縄
自
民
党
の
分
裂
を
引
き
起
こ
し
た
と
い
う
が
、
実
際
に
は
、
離
党
し
た
長
嶺

立
法
院
議
長
や
西
銘
那
覇
市
長
は
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
統
治
を
評
価
し
て
い
た
。
長
嶺
は
先
述
の
「
主
席
公
選
・
自
治
権
獲
得
県
民
大
会
」

で
激
励
の
挨
拶
を
述
べ
た
そ
の
数
時
間
前
、「
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
送
別
会
」
で
琉
球
政
府
を
代
表
し
て
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
に
感
謝
状
を
贈
っ

て
い
た
。
長
嶺
は
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
退
任
報
道
を
受
け
、「
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
ー
中
将
が
従
来
の
弁
務
官
よ
り
も
比
較
的
長
い
期
間
、
沖
縄

の
高
等
弁
務
官
と
し
て
、
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
た
労
苦
、
功
績
は
高
く
評
価
し
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
西
銘
那
覇

市
長
も
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
功
績
を
た
た
え
、
那
覇
市
政
始
ま
っ
て
以
来
の
名
誉
市
民
章
を
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
に
授
与
し
て
い
る
。
離
党

し
た
反
主
流
派
は
必
ず
し
も
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
統
治
に
反
発
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
「
強
権
的
」
統
治
の
問

題
や
主
席
公
選
を
は
じ
め
と
し
た
自
治
権
問
題
は
、
沖
縄
自
民
党
の
反
主
流
派
ら
が
離
党
し
た
原
因
と
い
う
よ
り
も
口
実
に
過
ぎ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

　

先
行
研
究
は
、
ま
た
、
沖
縄
自
民
党
の
分
裂
を
き
っ
か
け
に
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
高
等
弁
務
官
に
軍
人
で
は
な
く
文
官
を
任
命
す
る

こ
と
を
検
討
し
始
め
た
と
い
う
。
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
こ
の
一
連
の
騒
動
よ
り
も
、
沖
縄
住
民
の
不
満
が
高
ま
っ
て
い
る
と
報

道
し
た
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
の
あ
る
記
事
に
注
目
し
て
い
た
。
沖
縄
自
民
党
が
分
裂
す
る
前
の
五
月
三
日
に
掲
載
さ
れ
た
こ
の
記
事
は
、

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
を
、「
島
民
の
利
益
の
何
た
る
か
を
島
民
自
身
よ
り
も
よ
く
知
っ
て
い
る
と
い
う
自
負
心
を
隠
そ
う
と
も
し
な
い
」
と

評
し
、「
極
東
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
最
強
の
軍
事
基
地
で
あ
る
沖
縄
は
、
ひ
ど
い
失
望
と
不
平
に
あ
ふ
れ
た
島
」
に
な
っ
て
い
る
、

と
ア
メ
リ
カ
の
沖
縄
統
治
を
批
判
し
た
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
報
じ
ら
れ
た
沖
縄
住
民
の
不
満
へ
の
対
応
と
し
て
、
高

等
弁
務
官
に
文
官
を
充
て
る
案
を
検
討
し
始
め
た
。
大
統
領
の
側
近
で
あ
る
国
家
安
全
保
障
問
題
担
当
大
統
領
補
佐
官
の
マ
ク
ジ
ョ
ー

ジ
・
バ
ン
デ
ィ
（M

cGeorge Bundy

）
は
「
先
見
の
明
あ
る
文
官
の
統
治
者
は
、
民
政
の
観
点
か
ら
考
え
、
沖
縄
人
の
要
求
を
大
い
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に
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
、
高
等
弁
務
官
の
文
官
化
を
次
回
一
五
日
の
国
家
安
全
保
障
会
議
の
議
題
と
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

　

だ
が
、
そ
の
日
の
国
家
安
全
保
障
会
議
で
、
高
等
弁
務
官
の
文
官
化
は
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
。
バ
ン
デ
ィ
ら
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
ス

タ
ッ
フ
は
ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ
記
事
へ
の
陸
軍
省
の
反
論
を
受
け
入
れ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
エ
イ
ル
ズ
（Stephen A

iles

）
陸
軍

長
官
は
、
政
府
内
で
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
を
擁
護
し
た
だ
け
で
な
く
、
ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
一
週
間
後
、
同
じ
く
ワ
シ
ン

ト
ン
ポ
ス
ト
に
、
ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ
へ
の
反
論
記
事
を
寄
稿
し
た
。「『
強
固
か
つ
公
平
』
な
沖
縄
統
治
」
と
題
す
る
こ
の
記
事
で
、
エ

イ
ル
ズ
は
、
高
等
弁
務
官
の
役
割
が
琉
球
政
府
の
自
治
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
と
認
め
つ
つ
も
、「
所
得
税
が
破
滅
的
に
引
き
下
げ
ら
れ
な

い
よ
う
に
し
、
銀
行
の
不
正
を
是
正
し
、（
中
略
）
経
済
を
前
進
さ
せ
る
責
任
を
高
等
弁
務
官
は
果
た
し
て
い
る
」
と
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ

統
治
を
支
持
し
た
。
バ
ン
デ
ィ
ら
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
ス
タ
ッ
フ
も
そ
の
見
解
に
妥
当
性
を
認
め
た
の
か
、
高
等
弁
務
官
の
文
官
化
は

取
り
下
げ
ら
れ
、
高
等
弁
務
官
に
は
軍
人
が
沖
縄
返
還
の
年
に
至
る
ま
で
任
命
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
、
陸
軍
省
か
ら
強
力
に
支
持
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
中
枢
で
あ
る
マ
ク
ナ
マ

ラ
（Robert Strange M

cN
am

ara

）
国
防
長
官
か
ら
も
政
治
的
手
腕
を
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
、「
カ
ッ
ト
・

マ
ン
」
と
呼
ば
れ
た
財
政
緊
縮
派
の
パ
ス
マ
ン
下
院
議
員
（O

tto Ernest Passm
an

）
の
予
算
削
減
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
パ
ス
マ

ン
が
沖
縄
へ
の
ア
メ
リ
カ
援
助
資
金
の
増
額
を
柱
と
し
た
「
ケ
ネ
デ
ィ
新
政
策
」
を
厳
し
く
批
判
し
て
く
る
こ
と
は
容
易
に
予
想
さ
れ

た
。
だ
が
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
パ
ス
マ
ン
を
沖
縄
へ
招
く
な
ど
し
て
信
頼
関
係
を
築
き
、
沖
縄
関
連
予
算
の
増
額
に
成
功
し
た
の
で
あ

る
。
マ
ク
ナ
マ
ラ
は
「
兄
弟
、
我
々
も
こ
う
や
っ
て
パ
ス
マ
ン
か
ら
金
が
得
ら
れ
れ
ば
な
ぁ
と
思
う
よ
！
」
と
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
を
称
賛

し
た
と
い
う
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
沖
縄
現
地
で
統
治
の
手
腕
を
発
揮
し
た
の
み
な
ら
ず
、
連
邦
議
会
の
説
得
に
も
成
功
し
、
財
政
面
か

ら
も
ア
メ
リ
カ
の
沖
縄
統
治
を
支
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
陸
軍
司
令
官
と
し
て
、
沖
縄
の
陸
軍
に
お
け
る
黒
人
・
白
人
間
の
人
種
差
別
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
た
。
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キャラウェイ高等弁務官の沖縄統治（一九六一年二月─一九六四年七月）

大
統
領
直
属
の
人
種
差
別
問
題
委
員
会
（Presidentʼs Com

m
ittee on Equality of T

reatm
ent and O

pportunity in the 

A
rm

ed Forces

）
は
全
会
一
致
で
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
に
よ
る
人
種
差
別
へ
の
施
策
を
支
持
し
た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の

退
任
に
あ
た
っ
て
、
平
時
に
お
け
る
最
高
の
勲
章
だ
っ
た
殊
勲
賞
（D

istinguished Service M
edal

）
を
授
与
し
て
い
る
。

　

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
退
役
決
定
に
は
、
陸
軍
内
に
お
け
る
世
代
交
代
が
関
係
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
一
九
六
二
年
一
〇
月
、
キ
ャ
ラ

ウ
ェ
イ
よ
り
も
士
官
学
校
卒
業
が
四
年
次
遅
い
、
ホ
イ
ー
ラ
ー
（Earle Gilm

ore W
heeler

）
が
、
陸
軍
軍
人
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
参

謀
総
長
に
就
任
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
ホ
イ
ー
ラ
ー
の
後
任
に
は
、
ホ
イ
ー
ラ
ー
よ
り
も
さ
ら
に
若
い
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（H

arold K
eith 

Johnson

）
が
一
九
六
四
年
七
月
に
就
任
す
る
。
両
者
と
も
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
と
同
様
に
、
陸
軍
の
戦
略
関
係
の
役
職
を
歴
任
し
て
い
た
。

ま
た
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
を
評
価
し
て
き
た
レ
ム
ニ
ッ
ツ
ァ
ー
統
合
参
謀
本
部
議
長
が
ピ
ッ
グ
ス
湾
事
件
の
不
手
際
の
た
め
に
、
一
九
六

二
年
一
一
月
に
欧
州
軍
司
令
官
へ
転
任
さ
せ
ら
れ
る
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
が
さ
ら
に
昇
進
を
重
ね
て
い
く
に
は
難
し
い
状
況
だ
っ
た
。
キ

ャ
ラ
ウ
ェ
イ
自
身
、
ホ
イ
ー
ラ
ー
の
参
謀
総
長
就
任
を
聞
い
て
い
た
の
で
、
自
身
の
退
役
に
つ
い
て
驚
く
こ
と
は
な
か
っ
た
と
述
べ
て

い
る
。

　

陸
軍
省
は
、
一
九
六
三
年
末
に
退
役
す
る
予
定
だ
っ
た
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
高
等
弁
務
官
の
任
期
を
半
年
延
長
し
た
。
も
し
、
キ
ャ
ラ

ウ
ェ
イ
が
予
定
通
り
陸
軍
を
退
役
す
る
と
、
軍
の
規
定
上
、
中
将
か
ら
少
将
へ
階
級
を
下
げ
て
退
役
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
だ
が
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
評
価
し
て
い
た
陸
軍
省
は
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
が
中
将
の
階
級
を
保
持
し
て
退

役
で
き
る
よ
う
高
等
弁
務
官
の
任
期
を
調
整
し
た
。
仮
に
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
が
深
刻
な
問
題
を
起
こ
し
て
い
れ
ば
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
を

さ
ら
に
半
年
も
沖
縄
に
留
め
る
よ
う
な
人
事
は
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
沖
縄
統
治
を
含
め
た
軍
人
と
し
て

の
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
評
価
さ
れ
、
歴
代
高
等
弁
務
官
の
な
か
で
最
長
の
任
期
を
務
め
る
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
六
四
年
七
月
三
一
日
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
退
役
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
沖
縄
住
民
も
含
め
約
二
〇
〇
〇
人
が
集
ま
っ
た
退
役
式
で
、
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キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
三
五
年
に
わ
た
る
軍
歴
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
退
役
に
あ
た
っ
て
贈
ら
れ
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン

（Lyndon Baines Johnson

）
大
統
領
の
感
謝
状
で
は
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
こ
れ
ま
で
の
陸
軍
に
お
け
る
実
績
が
列
挙
さ
れ
た
の
ち
、

「
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
中
将
は
、
琉
球
の
人
々
と
米
国
政
府
の
関
係
を
大
き
く
増
進
さ
せ
」
た
と
い
う
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
た
。
キ
ャ
ラ
ウ

ェ
イ
の
「
強
権
的
」
統
治
に
対
す
る
少
な
く
な
い
沖
縄
住
民
の
支
持
や
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
へ
の
高
い
評
価
を
踏
ま
え

れ
ば
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
は
沖
縄
住
民
か
ら
惜
し
ま
れ
、
名
誉
あ
る
退
役
を
迎
え
た
と
評
価
す
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
五
年
八
月
一
九
日
。
佐
藤
演
説
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
中
島
琢
磨
『
沖
縄
返
還
と
日
米
安
保
体
制
』（
有
斐
閣
、

二
〇
一
二
年
）
三
七
─
四
〇
頁
を
参
照
。

宮
里
政
玄
『
日
米
関
係
と
沖
縄　

一
九
四
五
─
一
九
七
二
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
二
四
九
─
二
五
二
頁
、
三
六
五
頁
。

宮
里
政
玄
『
ア
メ
リ
カ
の
沖
縄
政
策
』（
ニ
ラ
イ
社
、
一
九
八
六
年
）
一
六
四
─
一
六
八
頁
、
大
田
昌
秀
『
沖
縄
の
帝
王　

高
等
弁
務

官
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
六
年
。
初
公
刊
は
久
米
書
房
、
一
九
八
四
年
）
第
五
章
。

大
田
『
沖
縄
の
帝
王
』
二
四
─
二
七
頁
。
櫻
澤
誠
『
沖
縄
現
代
史　

米
国
統
治
、
本
土
復
帰
か
ら
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
ま
で
』（
中
央
公
論

新
社
、
二
〇
一
五
年
）
七
、
二
〇
、
七
九
─
八
〇
頁
。

沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
編
『
庶
民
が
つ
づ
る
沖
縄
戦
後
生
活
史
』（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
九
八
年
）
二
三
三
頁
。

大
田
『
沖
縄
の
帝
王
』
二
四
七
─
二
六
八
頁
。

同
右
、
第
五
章
。

河
野
康
子
『
沖
縄
返
還
を
め
ぐ
る
政
治
と
外
交
─
日
米
関
係
史
の
文
脈
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
）
二
二
一
頁
。

中
島
『
沖
縄
返
還
と
日
米
安
保
体
制
』
三
五
頁
。

宮
里
『
ア
メ
リ
カ
の
沖
縄
政
策
』
一
六
八
頁
。

ア
メ
リ
カ
政
府
は
沖
縄
現
地
当
局
で
あ
る
米
国
民
政
府
の
下
に
、
沖
縄
住
民
の
自
治
組
織
で
あ
る
琉
球
政
府
を
設
置
し
た
。
琉
球
政
府
に

は
、
立
法
、
行
政
、
司
法
の
三
権
を
そ
れ
ぞ
れ
担
う
機
関
と
し
て
、
立
法
院
、
行
政
府
、
裁
判
所
が
置
か
れ
た
。
本
稿
は
特
段
の
必
要
が
な
い
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キャラウェイ高等弁務官の沖縄統治（一九六一年二月─一九六四年七月）

限
り
、
行
政
主
席
が
率
い
る
行
政
府
を
琉
球
政
府
と
呼
ぶ
。
櫻
澤
『
沖
縄
現
代
史
』
七
、
四
〇
頁
を
参
照
。

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
高
等
弁
務
官
に
よ
る
政
治
・
経
済
に
お
け
る
「
強
権
的
」
な
施
策
の
総
称
。
政
治
面
で
は
、
沖
縄
の
自
治
権
拡
大
を
抑
制

し
、
日
本
と
沖
縄
の
関
係
の
離
間
を
試
み
た
と
さ
れ
る
。
経
済
面
に
お
い
て
は
、
沖
縄
の
金
融
機
関
の
大
規
模
な
汚
職
摘
発
を
指
す
。
本
稿
で

は
、
経
済
面
に
お
け
る
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
政
策
を
「
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
旋
風
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
沖
縄
大
百
科
事
典
刊
行
事
務
局
編
『
沖
縄

大
百
科
事
典
』
上
巻
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
八
三
年
）
八
六
八
頁
。

外
間
完
和
『
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
旋
風
─
琉
球
政
府
金
融
検
査
部
長
回
顧
録
』（
ひ
る
ぎ
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
三
〇
七
頁
。

琉
球
新
報
社
編
『
沖
縄
列
伝
─
戦
後
史
の
証
言
者
た
ち
』（
琉
球
新
報
社
、
二
〇
〇
八
年
）
二
四
五
頁
。

我
部
政
明
『
日
米
関
係
の
な
か
の
沖
縄
』（
三
一
書
房
、
一
九
九
六
年
）
一
四
六
─
一
五
四
頁
。

大
田
『
沖
縄
の
帝
王
』
二
一
五
頁
。

「
二
・
一
決
議
」
の
全
文
は
、
中
野
良
夫
編
『
戦
後
資
料　

沖
縄
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
六
九
年
）
四
一
五
頁
。

田
辺
裕
総
監
修
『
国
際
連
合
』（
朝
倉
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
二
二
八
─
二
二
九
頁
。

河
野
康
子
「
池
田
内
閣
期
の
沖
縄
問
題
（
一
）
─
国
連
に
お
け
る
植
民
地
主
義
批
判
と
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
沖
縄
新
政
策
を
中
心
に
─
」

『
法
学
志
林
』
第
一
一
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
一
八
頁
。

D
EPA

RT
M

EN
T

 O
F D

EFEN
SE, O

FFICE O
F PU

BLIC A
FFA

IRS, O
FFICE O

F N
EW

S SERV
ICES, M

A
JO

R 
GEN

ERA
L PA

U
L W

Y
A

T
T

 CA
RA

W
A

Y
, Gen. Caraw

ay, D
ec 1960-A

ug 1964., 0000106049, O
kinaw

a Prefectural 
A

rchives

（
以
下
、O

PA

と
略
記
。
上
の
一
〇
桁
の
コ
ー
ド
は
沖
縄
県
公
文
書
館
の
資
料
コ
ー
ド
）.

以
降
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
昇
進
・
配
属

に
つ
い
て
は
、
こ
の
国
防
省
発
表
の
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
略
歴
に
準
じ
る
。

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
両
親
の
議
会
で
の
記
録
は
、
ア
メ
リ
カ
議
会
の
下
記
サ
イ
ト
を
参
照
。http://bioguide.congress.gov/biosearch/

biosearch.asp

（
二
〇
二
〇
年
六
月
一
六
日
ア
ク
セ
ス
）。

Interview
 w

ith Lieutenant G
eneral Caraw

ay

（
以
下
、IW

LG
C

と
略
）, Section 1, January 22, 1971, Senior O

fficers 
D

ebriefing Program
, U

. S. A
rm

y M
ilitary H

istory Institute, U
.S. A

rm
y H

eritage and Education Center

（
以
下
、U

SA
H

EC

と
略
）, pp. 3-7.

大
田
『
沖
縄
の
帝
王
』
二
一
三
頁
。

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
23
）
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IW

LG
C., Section 1, p. 1.

Ibid., Section 3, January 22, 1971, p. 35.
Ibid., Section 5, February 25, 1971, p. 14.
Ibid., Section 6, M

arch 9, 1971, p. 30.
Ibid., Section 4, February 25, 1971, pp. 23-26.
Ibid., Section 11, A

pril 20, 1971, p. 95.
Charles F. Rom

anus and Riley Sunderland, T
im

e R
uns O

ut in CBI, (W
ashington, D

.C.: Center of M
ilitary H

istory 
U

nited States A
rm

y, 1999), p.3.
 

軍
事
史
家
の
キ
ー
ガ
ン
（John D

esm
ond Patrick K

eegan

）
は
、
ウ
ェ
デ
マ
イ
ヤ
ー
を
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
こ
れ
ま
で
生
み
出

し
た
な
か
で
、
最
も
知
的
で
先
見
の
明
の
あ
る
軍
事
的
精
神
を
持
つ
人
物
の
う
ち
の
一
人
」
と
評
し
て
い
る
。John K

eegan, 

“A 
Generation of V

ictors

” The N
ew

 Y
ork T

im
es, A

ugust 16, 1987.
IW

LG
C., Section 7, M

arch 16, 1971, pp. 5-6.
Ibid., pp. 31-32.
Ibid., Section 6, p. 73.
Ibid., Section 7, pp.35-46, pp.60-61.

『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
一
九
六
一
年
二
月
一
七
日
。

Paul W
. Caraw

ay, 

“Em
pire in T

ransition,

” The Field A
rtillery Journal, (W

ashington, D
.C.: T

he U
nited States Field 

A
rtillery A

ssociation, M
ay-June 1947), p. 150.

Lem
nitzer to Caraw

ay, June 26, 1955, Box 9, Paul W
. Caraw

ay Papers, U
SA

H
EC.

Caraw
ay to D

unn, January 22, 1957, Box 11, Paul W
. Caraw

ay Papers, U
SA

H
EC.

当
時
の
ア
メ
リ
カ
軍
基
地
拡
張
お
よ
び
兵
士
の
犯
罪
へ
の
日
本
人
の
反
発
に
つ
い
て
は
、
山
本
章
子
『
日
米
地
位
協
定
─
在
日
米
軍
と

「
同
盟
」
の
七
十
年
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
九
年
）
二
六
─
三
三
頁
を
参
照
。

山
本
章
子
『
米
国
と
日
米
安
保
条
約
改
定
─
沖
縄
・
基
地
・
同
盟
』（
吉
田
書
店
、
二
〇
一
七
年
）
五
六
─
六
二
頁
。

（
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）

（
25
）

（
26
）

（
27
）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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）

（
34
）

（
35
）
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）
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）
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キャラウェイ高等弁務官の沖縄統治（一九六一年二月─一九六四年七月）

『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
七
年
七
月
三
日
。

Caraw
ay to W

ard, O
ctober 17, 1957, Box 11, Paul W

. Caraw
ay Papers, U

SA
H

EC.
IW

LG
C., Section 11, p.78.

Ibid.
Caraw

ay to Brennan, D
ecem

ber 17, 1958, Box 13, Paul W
. Caraw

ay Papers, U
SA

H
EC.

平
良
『
戦
後
沖
縄
と
米
軍
基
地
』
一
二
二
─
一
二
五
頁
。

Caraw
ay to Frederick, July 6, 1956, Box 11, Paul W

. Caraw
ay Papers, U

SA
H

EC.

我
部
『
日
米
関
係
の
な
か
の
沖
縄
』
一
一
七
─
一
三
〇
頁
、
坂
元
一
哉
『
日
米
同
盟
の
絆
─
安
保
条
約
と
相
互
性
の
模
索
』（
有
斐
閣
、

二
〇
〇
〇
年
）
一
九
三
─
一
九
五
頁
。

河
野
『
沖
縄
返
還
を
め
ぐ
る
政
治
と
外
交
』
九
四
頁
、
中
島
『
沖
縄
返
還
と
日
米
安
保
体
制
』
九
九
頁
。

坂
元
『
日
米
同
盟
の
絆
』
一
九
四
頁
。

我
部
政
明
『
沖
縄
返
還
と
は
何
だ
っ
た
の
か
─
日
米
戦
後
交
渉
史
の
中
で
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
五
四
頁
。

U
.S. D

epartm
ent of State, Foreign R

elations of the U
nited States

（
以
下
、FR

U
S

と
略
す
。）: 1958–1960, V

ol. X
V

III, 
Japan; K

orea, (GPO
, 1994), p. 346.

 

我
部
『
沖
縄
返
還
と
は
何
だ
っ
た
の
か
』
五
五
頁
。

Caraw
ay to Chassiron, A

ugust 27, 1959, Box 15, Paul W
. Caraw

ay Papers, U
SA

H
EC.

第
二
代
高
等
弁
務
官
の
ブ
ー
ス
は
（D

onald Prentice Booth

）
は
高
等
弁
務
官
退
任
後
、
大
将
へ
の
昇
進
は
叶
わ
な
か
っ
た
も
の
の
、

テ
キ
サ
ス
州
の
サ
ム
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
に
あ
っ
た
第
四
軍
司
令
官
に
就
任
し
て
い
た
。
琉
球
新
報
社
編
『
世
替
わ
り
裏
面
史
─
証
言
に
み
る
沖

縄
復
帰
の
記
録
』（
琉
球
新
報
社
、
一
九
八
三
年
）
四
三
一
頁
、Booth to Caraw

ay, January 26, 1962, O
fficial and Personal 

Correspondence, Jan-A
ug 1962. (2/2), 0000098376, O

PA
.

『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
一
九
六
一
年
二
月
一
六
日
。

櫻
澤
『
沖
縄
現
代
史
』
八
〇
頁
。

Executive O
rder 10713, June 5, 1957, 

大
統
領
行
政
命
令/Presidential Executive O

rder, RD
A

E000071, O
PA

.

日
本
語
訳
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は
、
中
野
編
『
戦
後
資
料
』
一
五
八
─
一
六
〇
頁
を
参
照
。

大
田
『
沖
縄
の
帝
王
』
六
七
頁
、
宮
里
『
ア
メ
リ
カ
の
沖
縄
政
策
』
一
三
三
頁
。

大
田
『
沖
縄
の
帝
王
』
二
六
─
二
七
頁
。

河
野
康
子
「
池
田
・
ケ
ネ
デ
ィ
会
談
再
考
─
国
旗
掲
揚
と
施
政
権
返
還
要
求
の
凍
結
─
」『
法
学
志
林
』
第
一
一
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一

三
年
一
一
月
）
一
四
頁
。

H
ICO

M
RY

IS O
K

IN
A

W
A

 to D
A

, W
A

SH
. D

.C., July 24, 1961, Ryukyus Islands, 1961., 0000105550, O
PA

.
D

A
, W

A
SH

. D
.C. to H

ICO
M

RY
IS O

K
IN

A
W

A
, July 27, 1961, Ryukyus Islands, 1961., 0000105550, O

PA
. 

大
城
将
保

『
琉
球
政
府
─
自
治
権
の
実
験
室
』（
ひ
る
ぎ
社
、
一
九
九
二
年
）
一
三
頁
。

朝
日
新
聞
安
全
保
障
問
題
調
査
会
『
ア
メ
リ
カ
戦
略
下
の
沖
縄
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
七
年
）
四
二
頁
、
我
部
『
日
米
関
係
の
な
か

の
沖
縄
』
一
三
九
頁
。

我
部
『
日
米
関
係
の
な
か
の
沖
縄
』
一
四
二
頁
、
中
野
編
『
戦
後
資
料
』
三
一
三
頁
。

H
ICO

M
RY

 O
K

IN
A

W
A

 RY
IS to D

A
, June 29, 1961, W

eapons and T
roop D

eploym
ents, Ryukyus, Jan 1959-O

ct 
1961., 0000106056, O

PA
.

T
he Secretary of D

efense to the Secretary of the A
rm

y, the Secretary of the N
avy, the Secretary of the A

ir Force, 
the Chairm

an, Joint Chiefs of Staff, U
ndated, W

eapons and T
roop D

eploym
ents, Ryukyus, Jan 1959-O

ct 1961., 
0000106056, O

PA
.

Reischauer to M
cConaughy, A

ugust 9, 1961, Ryukyus Islands, 1961., 0000105550, O
PA

.
Reischauer to Ball, A

ugust 5 1961, Ryukyus Islands, 1961., 0000105550, O
PA

.

沖
縄
の
金
融
機
関
に
お
け
る
汚
職
は
、
外
間
『
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
旋
風
』
を
参
照
。
特
に
沖
縄
銀
行
に
お
け
る
内
部
告
発
に
つ
い
て
は
第
三

章
、
実
際
に
取
り
付
け
騒
ぎ
を
起
こ
し
た
那
覇
市
商
工
信
用
協
同
組
合
に
つ
い
て
は
第
二
四
章
、
第
二
十
八
章
を
参
照
。

Booth to Caraw
ay, January 26, 1962, O

fficial and Personal Correspondence, Jan-A
ug 1962. (2/2), 0000098376, O

PA
.

O
ndrick, O

K
IN

A
W

A
 to Caraw

ay, W
A

SH
IN

GT
O

N
, D

ecem
ber 18, 1961, T

ask Force Ryukyus, O
ct-D

ec 1961., 
0000105561, O

PA
.
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キャラウェイ高等弁務官の沖縄統治（一九六一年二月─一九六四年七月）

『
読
売
新
聞
』
一
九
六
二
年
七
月
二
五
日
。

宮
里
『
日
米
関
係
と
沖
縄
』
二
一
一
─
二
一
八
頁
。

『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
一
九
六
四
年
七
月
三
一
日
。

H
ICO

M
RY

 O
K

IN
A

W
A

 to RU
EPD

A
/D

A
 W

A
SH

D
C, M

arch 30, 1961, Local A
utonom

y in the Ryukyuan Islands., 
0000105557, O

PA
.

D
A

 W
A

SH
 D

C to H
ICO

M
RY

 O
K

IN
A

W
A

 RY
IS, A

pril 3, 1962, Local A
utonom

y in the Ryukyuan Islands., 
0000105557, O

PA
.

O
ndrick, O

K
IN

A
W

A
 to Caraw

ay, W
A

SH
IN

GT
O

N
, D

ecem
ber 18, 1961, T

ask Force Ryukyus, O
ct-D

ec 1961., 
0000105561, O

PA
.

H
ICO

M
RY

IS to D
A

, W
A

SH
D

C, July 7, 1961, Ryukyus Islands, 1961., 0000105550, O
PA

.

『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
一
九
六
四
年
四
月
二
三
日
。

中
野
好
夫
、
新
崎
盛
暉
『
沖
縄
戦
後
史
』（
岩
波
新
書
、
一
九
七
六
年
）
一
二
七
頁
。

H
ICO

M
RY

 O
K

IN
A

W
A

 to RU
A

PA
D

/A
M

BA
SSY

 T
O

K
Y

O
 JA

PA
N

, February 5, 1962, Ryukyus: Reversion, 1962 
(Reversion Resolutions)., 0000106054, O

PA
.

O
ndrick, O

K
IN

A
W

A
 to Caraw

ay, W
A

SH
IN

GT
O

N
, D

ecem
ber 18, 1961, T

ask Force Ryukyus, O
ct-D

ec 1961., 
0000105561, O

PA
.

IW
LG

C., Section 12, A
pril 21, 1971, p.20.

大
田
『
沖
縄
の
帝
王
』
二
二
五
─
二
二
六
頁
。

IW
LG

C., Section 12, pp. 47-48.
Ibid. 

平
良
幸
市
回
想
録
刊
行
委
員
会
編
『
土
着
の
人
─
平
良
幸
市
小
伝
』（
文
進
印
刷
、
一
九
九
四
年
）
三
一
一
─
三
一
二
頁
。

琉
球
新
報
社
編
『
世
替
わ
り
裏
面
史
』
三
七
一
頁
。

IW
LG

C., Section 12, p. 48. 

東
田
幸
夫
「
改
革
と
自
治
権
の
矛
盾
─
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
ー
施
政
を
振
り
返
る
」『
世
界
週
報
』
第
四
五
巻
第

二
六
号
（
一
九
六
四
年
六
月
）
二
〇
頁
。
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宮
里
政
玄
『
ア
メ
リ
カ
の
沖
縄
統
治
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
）
二
〇
二
─
二
〇
三
頁
。

富
原
守
保
『
金
融
の
裏
窓
十
五
年
─
富
原
守
保
回
顧
録
』（
経
済
評
論
社
、
一
九
六
四
年
）
一
五
一
頁
。

外
間
『
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
旋
風
』
三
二
、
五
一
頁
。

宮
里
『
ア
メ
リ
カ
の
沖
縄
統
治
』
二
〇
三
頁
。

大
田
『
沖
縄
の
帝
王
』
二
五
一
頁
、
東
田
「
改
革
と
自
治
権
の
矛
盾
」
一
七
頁
。

外
間
『
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
旋
風
』
二
二
頁
。

同
右
、
五
一
頁
。

東
田
「
改
革
と
自
治
権
の
矛
盾
」
一
七
頁
。

「
自
治
神
話
」
説
へ
の
沖
縄
の
反
発
は
、
大
田
『
沖
縄
の
帝
王
』
二
四
七
─
二
六
八
頁
を
参
照
。「
自
治
神
話
」
説
の
日
本
語
訳
は
、
中

野
編
『
戦
後
資
料
』
三
八
九
─
三
九
一
頁
。
原
文
は
、
沖
縄
県
公
文
書
館
所
蔵
の
以
下
の
資
料
を
参
照
。T

EX
T

 O
F REM

A
RK

S O
F 

H
IGH

 CO
M

M
ISSIO

N
ER PA

U
L W

. CA
RA

W
A

Y
 A

T
 A

 D
IN

N
ER M

EET
IN

G O
F T

H
E GO

LD
EN

 GA
T

E CLU
B, A

T
 

H
A

RBO
RV

IEW
 CLU

B, N
A

H
A

, O
N

 M
A

RCH
 5, 1963, M

arch 6, 1963, H
ICO

M
RY

ʼs Speech at Golden Gate Club., 
0000105556, O

PA
.

大
田
『
沖
縄
の
帝
王
』
二
四
六
─
二
六
三
頁
。
宮
里
『
ア
メ
リ
カ
の
沖
縄
政
策
』
一
六
四
─
一
六
八
頁
。

『
琉
球
新
報
』
一
九
六
三
年
三
月
七
日
。

H
itch to Chief, Civil A

ffairs, D
epartm

ent of the A
rm

y, W
ashington 25, D

.C., M
ay 7, 1962, Local A

utonom
y in the 

Ryukyuan Islands., 0000105557, O
PA

.

『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
一
九
六
四
年
四
月
二
三
日
。

M
em

orandum
 for the Record, A

pril 26, 1963, H
ICO

M
RY

ʼs Speech at Golden Gate Club., 0000105556, O
PA

.

『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
一
九
六
三
年
三
月
八
日
。

T
okyo to Secretary of State, M

arch 12, 1963, H
ICO

M
RY

ʼs Speech at Golden Gate Club., 0000105556, O
PA

.
Sutterlin to Fearey, M

arch 19, 1963, Ryukyu Islands, Jan-M
ay, 1963., 0000105550, O

PA
.

「
自
治
神
話
」
説
へ
の
沖
縄
の
政
党
の
反
応
は
、
中
野
編
『
戦
後
資
料
』
三
九
一
─
三
九
三
頁
を
参
照
。
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キャラウェイ高等弁務官の沖縄統治（一九六一年二月─一九六四年七月）

感
謝
状
は
沖
縄
県
公
文
書
館
の
以
下
の
簿
冊
に
含
ま
れ
て
い
る
。Gen. Caraw

ay, D
ec 1960-A

ug 1964., 0000106049, O
PA

.

「
南
北
大
東
『
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
ー
氏
は
恩
人
』　

村
民
の
土
地
所
有
認
め
五
〇
年
」https://w

w
w

.okinaw
atim

es.co.jp/
articles/-/42428

（
二
〇
二
〇
年
六
月
二
六
日
ア
ク
セ
ス
）。

Ryukyu Industrial Federation to Stephen A
iles, February 15, 1964, Gen. Caraw

ay, D
ec 1960-A

ug 1964., 0000106049, 
O

PA
.Golden Gate Club and O

kinaw
a Junior Cham

ber of Com
m

erce to Lyndon B. Johnson President of the U
nited States 

of A
m

erica, D
ecem

ber 15, 1963, Gen. Caraw
ay, D

ec 1960-A
ug 1964., 0000106049, O

PA
.

Ryukyu Industrial Federation to Stephen A
iles, February 15, 1964, Gen. Caraw

ay, D
ec 1960-A

ug 1964., 0000106049, 
O

PA
.『

沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
一
九
六
四
年
六
月
二
七
日
。

Letter of A
ppreciation from

 O
ta to Caraw

ay, June 26, 1964, Box 6, Caraw
ay Papers, H

oover Institution, Stanford 
U

niversity.

琉
球
王
国
の
名
宰
相
、
蔡
温
の
琉
歌
と
さ
れ
る
「
ほ
ま
れ
そ
し
ら
れ
や
世
の
中
の
習
い
沙
汰
も
な
い
ぬ
者
の
何
役
立
ち
ゆ
が
」
が
揮
毫
さ

れ
て
い
た
。
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
編
『
沖
縄
の
証
言　

激
動
の
二
五
年
誌
』
下
巻
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
七
三
年
）、
三
三
〇
頁
。
ま
た
、

金
融
検
査
部
部
長
の
外
間
完
和
も
金
融
機
関
の
汚
職
摘
発
を
称
賛
さ
れ
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
記
者
か
ら
こ
の
琉
歌
が
贈
ら
れ
て
い
た
。
外
間
『
キ

ャ
ラ
ウ
ェ
イ
旋
風
』
二
五
七
頁
。

大
田
『
沖
縄
の
帝
王
』
二
三
三
頁
、
宮
里
政
玄
『
ア
メ
リ
カ
の
対
外
政
策
決
定
過
程
』（
三
一
書
房
、
一
九
八
一
年
）
二
八
八
頁
。

宮
里
『
ア
メ
リ
カ
の
沖
縄
統
治
』
二
二
〇
─
二
三
二
頁
。『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
一
九
六
四
年
六
月
二
七
日
。

沖
縄
県
祖
国
復
帰
闘
争
史
編
纂
委
員
会
『
沖
縄
県
祖
国
復
帰
闘
争
史　

資
料
編
』（
沖
縄
時
事
出
版
、
一
九
八
二
年
）
二
〇
四
頁
。

松
岡
政
保
『
波
乱
と
激
動
の
回
想
─
米
国
の
沖
縄
統
治
二
五
年
』（
協
栄
印
刷
、
一
九
七
二
年
）
一
五
三
頁
。

大
田
『
沖
縄
の
帝
王
』
二
三
八
─
二
三
九
頁
。

河
野
『
沖
縄
返
還
を
め
ぐ
る
政
治
と
外
交
』
二
二
一
頁
。

大
田
政
作
『
想
い
出
を
随
筆
に
の
せ
て
』（
中
央
印
刷
、
一
九
七
〇
年
）
三
三
〇
頁
。
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論　　　説

阪
中
友
久
「
沖
縄
自
治
権
闘
争
の
背
景
」『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
六
巻
第
四
六
号
（
一
九
六
四
年
一
一
月
）
三
八
頁
。

H
ICO

M
RY

 O
K

IN
A

W
A

 to RU
EPD

A
/D

A
 W

A
SH

 D
C, July 28, 1964, O

LD
P Split., 0000105557, O

PA
., H

ICO
M

RY
 

O
K

N
A

W
A

 to RU
EPD

A
/D

A
 W

A
SH

D
C, Septem

ber 9, 1964, O
LD

P Split., 0000105557, O
PA

.

大
田
『
沖
縄
の
帝
王
』
三
〇
〇
─
三
〇
一
頁
。

M
em

orandum
 for the Record, A

pril 7, 1964, Political D
evelopm

ents in the Ryukyus, 1964. 0000105558, O
PA

., 
H

ICO
M

RY
 O

K
IN

A
W

A
 to RU

EPD
A

/D
A

 W
A

SH
 D

C, July 28, 1964, O
LD

P Split., 0000105557, O
PA

.
沖
縄
県
祖
国
復
帰
闘
争
史
編
纂
委
員
会
『
沖
縄
県
祖
国
復
帰
闘
争
史
』
一
八
八
頁
。

阪
中
「
沖
縄
自
治
権
闘
争
の
背
景
」
三
八
頁
。

『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
一
九
六
四
年
六
月
二
七
日
。

『
琉
球
新
報
』
一
九
六
四
年
四
月
二
二
日
。

阪
中
「
沖
縄
自
治
権
闘
争
の
背
景
」
三
九
頁
。

河
野
『
沖
縄
返
還
を
め
ぐ
る
政
治
と
外
交
』
二
二
一
頁
。

Rafael Steinberg, 

“Our U
nhappy A

sia Bastion

” The W
ashington Post, M

ay 3, 1964. 

日
本
語
訳
に
よ
る
紹
介
は
、
以
下
を

参
照
。「
行
き
過
ぎ
た
軍
政
批
判
を
た
だ
す
─
ス
テ
イ
ン
バ
ー
グ
沖
縄
探
訪
記
に
反
論
」『
世
界
週
報
』
第
四
五
巻
第
二
五
号
（
一
九
六
四
年
六

月
）
五
〇
─
七
四
頁
。

FR
U

S: 1964-1968, V
ol. X

X
IX

, Prat 2, Japan, (GPO
, 2006), p.13.

Ibid.
Stephen A

iles, 

“Our O
kinaw

a Rule ʻFirm
 and Fairʼ 

” The W
ashington Post, M

ay 10, 1964.

『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
一
九
六
四
年
三
月
二
日
、
河
野
『
沖
縄
返
還
を
め
ぐ
る
政
治
と
外
交
』
二
九
七
頁
。

Passm
an to Caraw

ay, July 29, 1964, Personal Correspondence, Jan-A
ug 1964., 0000098382, O

PA
.

IW
LG

C., Section 1, p. 24.
V

ance to Caraw
ay, June 7, 1963, Personal Correspondence, 1963. (1/2), 0000098379, O

PA
.

『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
一
九
六
四
年
七
月
二
八
日
。
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キャラウェイ高等弁務官の沖縄統治（一九六一年二月─一九六四年七月）

ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
、
一
九
六
一
年
四
月
、
キ
ュ
ー
バ
の
社
会
主
義
政
権
打
倒
の
た
め
に
、
亡
命
キ
ュ
ー
バ
人
に
軍
事
的
支
援
を
与
え
、
キ

ュ
ー
バ
侵
攻
作
戦
を
実
施
し
た
が
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
は
統
合
参
謀
本
部
議
長
と
し
て
侵
攻
作
戦
を
承
認
し
た
レ
ム
ニ
ッ
ツ
ァ
ー

を
批
判
し
た
。N

athan S. Low
rey, T

he Chairm
anship of the Joint Chiefs of Staff 1949-2016 (W

ashington, D
.C.: Joint 

H
istory O

ffice, O
ffice of the Chairm

an of the Joint Chiefs of Staff, 2016), p. 93.
Caraw

ay to M
eloon, N

ovem
ber 27, 1963, Personal Correspondence, Jan-July 1964., 0000098383, O

PA
.

Edw
in O

. Reischauer, M
y Life Betw

een Japan and A
m

erica (N
ew

 Y
ork: H

arper &
 Row

, 1986), p. 249.
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
一
九
六
四
年
八
月
一
日
。

『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
一
九
六
四
年
七
月
二
八
日
。
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